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ＵＤトラックスの世界へようこそ。

　時代が求める商品・サービスを提供することによって社会を豊かにしたい

という想いが私たちの出発点です。

　以降、一貫して現場を重視し尊重する精神を胸に、究極の信頼を追い

求めてきた日々の積み重ねが、今日の私たちを形成しています。振り返ると

その一歩先を目指し、商用車が求める本質的な価値である効率性と信頼性を

もって、常に業界をリードしてきました。

　この冊子では、私たちが歴史に刻んできたこれまでの歩みと革新的で挑戦

を続けるＵＤトラックスの姿をご覧いただきます。

　80年を超える私たちの歴史と伝統に、世界トップレベルの技術やリソース

を融合させることによって、将来の物流の姿であるスマートロジスティクスの

世界へ踏み出すことができました。刻々と変化するニーズに応えるために

革新と挑戦を続ける私たちの姿が随所に現れます。

　また、耐久性、効率性の高いものづくりとトラックの稼働を支えるために

日々現場で活躍する私たちの仲間の情熱と献身が新たなＵＤトラックスの

1ページを綴っていきます。

　そして、UDトラックスをご支援いただき、輸送の効率化を実現されている

世界中のお客様の声もご紹介させていただきます。

　どうぞ私たちのストーリーをお楽しみください。

www.udtrucks.com                Facebook/UDtrucks                YouTube/UD Trucks

Instagram/udtrucksjp                LinkedIn/UD Trucks

こちらもご覧ください：
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最小のエネルギーで最大の距離を力強く走る長距離ランナーのように
私たちはUDのトラックを設計・製造し、お客様へサービスをご提供します。

Going the Extra Mile
その一歩先へ
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最小限のエネルギーでさらに遠くへ

　UDトラックスは、「Extra Distance – 最小限の

エネルギーでさらに遠くへ」を基本テーマとして、

燃費が良いことはもちろん、耐久性・安全性・操作性・

メンテナンス性にも優れた世界水準の商品を開発・

提供しています。

　それを可能にしているのは、UDトラックスが培っ

てきたエンジン、トランスミッション技術と、ボルボ・

グループの技術との融合から生まれた、世界最先端

のドライブソリューション・テクノロジーです。



Making the

もう一歩先への努力

　UDトラックスは、「Extra Effort – もう一歩先への

努力」の精神を大切にし、さらなるお客様満足の

向上を目指します。  

　常に最前線でお客様に接し、そのニーズをくみ取るた

めに努力し続けています。プロ意識と情熱、そして信

頼感あふれるUDスピリットを胸に、私たちは最適な

ソリューションを提供するだけではなく、お客様の

ビジネスの発展に向けて、常にもう一歩先への努力

を重ねています。
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商品とソリューションを通じて物流業界の課題を解決

従業員が能力を最大限に発揮できる職場づくりと地域社会との共生に注力

事業活動のすべてにおいて脱炭素化、廃棄物ゼロ化を推進

サステナビリティへの取り組みを核に業績と持続可能性を向上

よりスマートな物流のために

より良い職場・地域のために

よりクリーンな地球のために

企業のより持続可能な成長のために

UD Trucks - for Better Life

1
2

3
4

ＵＤトラックスは車両の燃焼効率の最大化、環境負荷の低減、ドライバーの快適性の最大化を支援するイ
ノベーションの最前線で活躍しています。また「サステナビリティリーダー」の実現に向けて、自動運転、コ
ネクティビティ、エレクトロモビリティといった次世代技術の開発を進めると同時に、お客様のビジネスを
強化するためのソリューションの提供にも注力しています。

人とコミュニティへの貢献は「ベターライフ」の中核をなすものです。ＵＤトラックスは従業員
のウェルビーイングの継続的な向上に努めるほか、従業員一人ひとりの健康と安全を重視し、
ワークライフバランスを高める職場環境づくりを促進しています。
また地域社会の生活をより良くするため、小学生を対象とした交通安全セミナーの開催や災
害支援などに関わる取り組みを推進しています。

ＵＤトラックスは、再生可能エネルギーを積極的に活用するとともに、サプライヤーとも連携しなが
らCO2排出量の削減を推進しています。また3R（Reduce、Reuse、Recycle）の考えに基づく廃
棄物削減、資源の適正管理などにも注力。バリューチェーン全体で環境負荷低減を進めています。

ＵＤトラックスは、「スマートロジスティクス」「環境」「人材・職場／地域社会」のサステナビリティ 
への取り組みを核に、持続的な成長を図っています。これにより業界最高水準の業績をめざすと

ともに、得られた収益を物流業界の新たな価値創出やステークホルダーの未来のために投資
し、事業の持続可能性をさらに高めています。

ＵＤトラックスは８7年にわたり、時代が求めるトラックとサービスを提供してきました。物流業界は現

在、トラックドライバーの不足やEコマースの成長による配送需要の増加、気候変動や天然資源の枯渇

を含む環境問題などさまざまな課題に直面しています。

ＵＤトラックスはこれらの課題を解決し、人や地球により良い暮らしを提供することを目的として事業活

動を行っています。こうした理念を「Better Life(ベターライフ)」と名付け、当社の新たなパーパス（存在

意義）として位置付けました。
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Our core value

Ultimate 
Dependability

終わりなき究極の信頼
信頼性と耐久性に対する創業者の惜しみないこだわりは

今日においても脈々と受け継がれています。

私たちの商品、サービス、人材に求められる究極の信頼は

お客様に究極の安心感をもたらします。

Excel on 
the essentials
本質を見極め、追求すること
お客様に利益をもたらす本質に焦点を絞り、妥協することなく追求します。

車両のライフサイクルを通して、商品性能とトータルコストの

最適化を図るよう英知を尽くします。
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Smart and modern
心を動かす先進性
先進的でありながら合理的なソリューションの数々。

あわせて、街並みに溶け込んだ個性的なトラックのデザイン

大胆でインパクトのあるマーケティングやコミュニケーション

ゆき届いたサービス拠点の環境

その一つひとつがUDならではの歓びをもたらします。

Gemba spirit
現場を重視し、尊重する精神
常にお客様の視点に立ち、さまざまな現場で価値創造します。

プロ意識と情熱、そして信頼感あふれるUDスピリットを、

生産や開発、販売の現場など

お客様がUDブランドに触れるすべての現場で発揮します。

本質を見極め、追求する原動力となる場所が現場なのです。

18 19



UD TRUCKS Stories

20 21



2017 ‒ 
新型コンドルの発売 

2017 ‒ 
クローナーの発売 
新興国向け最新中型トラ
ックが、その比類の�ない
運転のしやすさ、そして耐
久信頼性によって、中型ト
ラック市場で大きな成功
をおさめる

2017 ‒ 
新型クオンの発売
新たな大型フラッグシップトラック
で、燃費性�能、稼働時間、安全性、
積載性、そして運転の�しやすさが改
善。新型クオンの先進技術とUD�エ
クストラマイルサポートとが組み合
わされ�ることで、お客様のコスト効
率を最大化する

Going the Extra Mile since 1935...

1935 ‒ 安達堅造により創業
（日本デイゼル工業株式会社）

1939 ‒ LD1型貨物自動車が
走行試験で難所・難路を踏破

1958 ‒ 名車6TW型

2014 ‒ 
小型トラックカゼット

の発売 

2011 ‒ 
コンドルを刷新

2013 ‒ 
クエスター を新興国
市場で発売

2017 ‒ 
小型トラッククーザー を新興
国市場で販売

2010 ‒ 革新的な
GHエンジンシリーズ
およびESCOT-Ⅴ

1968 ‒ クライスラー
社へエンジンを輸出

1960 ‒ 日産ディーゼル工業
株式会社へ社名変更

1975 ‒ 中型トラック
コンドルデビュー 

1990 ‒   
ビッグサム誕生

「時世の要求する自動車」という
ビジョンのもとですべてがスタート

不具合や故障をきたすことなく
13日間で3,000kmを踏破

UDエンジンの卓越した品質を
認め、クライスラー社と

米国へのUDエンジンの輸入
契約を交わす。当時、日本の

トラックメーカーとしては初の
出来事であった

6TW型が、国内インフラ
開発を加速させるべく、
黒部ダム建設や長距離輸
送などの過酷な条件で活
躍した

世界で初めての�可変ノズルターボ

日本で初めての
ターボ付

直接噴射式ディ
ーゼルエンジン

(中型トラックおよび大型トラック用)(中型トラックおよび大型トラック用)

日本で初めての10トン超トラック

6TW 
1958

世界で初めて商品
化された
レーザーレーダー
追突防止装置

トラフィックアイ 
1989

日本で初めてのリモー
ト診断サービス

UDインフォメーション
サービス 2010

次世代技術ロードマップ公表��翌
年、日本初レベル4大型自動運転
の実証実験を実施

2018 ‒ 風神＆雷神
ビジョン2030

世界で初めてのキャパシター
ハイブリッドトラック

日本で初めての大型CNG
エンジントラック

日本で初めての電子制御ユニット
インジェクター搭載エンジン

キャパシターハイブリッド
トラック 2002

CNGビッグサム 
2002GE13 1998

日本で初めての
大型トラック用電子制御
ブレーキシステム

日本で初めての
中型CNGエンジントラック

EBS 
1997

日本で初めての
電子制御式トランスミッション

ESCOT-Ⅱ   
1995

CNGコンドル 
1996

VNT 1989

日本で初めての�
200馬力クラスエンジン

UD6 1955

PD6T 1971

日本初世界初

1935

1939

1955

1960

1968

1975

2011

2013

2014

2017

2018

2021

1955 ‒ UDエンジンが誕生
UDマークが初登場�‒�高性能
エンジンのシンボル

創業者：安達堅造

2007 ‒ 日産ディーゼル工業が
ボルボ・グループに加わる

2021 ‒ 
いすゞ自動車傘下に

2010 ‒ UDトラックス
株式会社へ社名変更

このクラスの新標準となるべく設計された
クオンは、燃費、環境への配慮、快適性と
安全性の向上を実現

尿素SCRシステムを装
備した世界で初めての
トラック

クオン
2004

ニーエアバッグとニー
プロテクター�を装備
した世界で初めての
トラック

クオン
2004

2004

2007

2010

2004 ‒ 大型トラッククオン誕生 

1990

202X ‒ 
スマートロジスティックスの 未来を描く

2023 ‒ 
クオンGWの発売

コンセプトトラック「202X」ー�自動運転、電動
化、コネクティビティがスマートで持続可能な物
流のある社会を創る

新型13Lエンジンから繰り出さ
れる力強さと省燃費を兼ね備え
たトラクター

2017 ‒   
ESCOT-Ⅵの発売
ESCOT-Ⅵは、新たなフォアトラック機能を�備える
ことで最適な燃費性能を提供でき、�経験の浅いド
ライバーもベテランドライバー�と同様の走行が可能
となる

202X

2023
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経済・社会・生活の基盤となる物流システムの高度化のために。

当社は創立以来、堅牢で故障が少なく、燃費効率の良い

積載性能に優れたトラックづくりを目指してきました。

それが、今日まで継承されるUDブランドなのです。

Chapter 1

 「究極の信頼」
を求めて
受け継がれるUDのDNA
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受け継がれてきた
UDトラックスのDNA

　ディーゼル車は、1920年代に欧州

で 発 達した 。創 業 者 の 安 達 堅 造

（1880-1942）は、1927年に欧

州の産業界を視察した際、このディー

ゼル車に注目した。 

　「ディーゼルエンジンは、馬力、燃料

消費量など多くの点でガソリンエンジ

ンに優れている。安価な軽油を使用す

るディーゼルエンジンこそ、資源の乏

しい日本が求める最適なエンジンで

ある」と確信した。 

　安達は「自らの力でディーゼルト

ラックをつくりたい」と考え、ドイツの

クルップ社と特許権の許諾交渉を始

めた。同 時に会 社づくりに取り組

み、1935年12月、日本デイゼル工業

（現 UDトラックス）を設立した。 

　翌年、川口工場の建設を進める一

方、技術の修得のために技術者を欧

州に派遣し、ドイツから2人の技師を

招いた。最新の加工機械も輸入し

て、1937年からいよいよディーゼル

エンジンの製造に取り組んだ。

　2年にわたって製造技術とともに

品質に対する基本的な考え方を学ん

だことで、高品質で耐久性の高い部品

を製造できるようになった。 

　1938年11月、ついにディーゼル

エンジン第1号機「ND1型エンジン／

2気筒60馬力」が完成した。完成した

エンジンは、100時間の耐久試験を

行うこととなった。結果はすべて良好

な成績でクリアし、欧州製エンジンと

同一水準の性能と品質があることを

立証することができた。 

UDトラックスに流れるDNA
ND1型エンジンとLD1型の開発は、安達堅造の夢の実現であった。 

当社は、エンジンおよびトラックの製造を通じて

トラックにとって必要な条件を学んだ。

安達はそれを、著書『時世の要求する自動車』で以下のようにまとめている。

この創業期の開発精神は、UDトラックスのDNAとして
現在に至るまで受け継がれている。 

● お客様のコスト軽減に
　 貢献すること
　 燃料や潤滑油の消費量が少なく、メン
　 テナンスが容易な車をつくること。

創業者 ： 安達堅造

「究極の信頼」を求めて

● 堅牢であること 
　 すべての部品の品質を高め、悪路に
　 も強い堅牢な車をつくること。

● 故障のない車をつくること 
　 構造をシンプルにして、故障の原因と
　 なる部分を継続的に改良すること。

● 大量の荷物を積めること 
　 牽引力が強く、多様な荷物を大量・
　 安定して輸送できる車をつくること。
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初のディーゼルトラックとして1939年11月に、安達らが製造した
2.5トン積み「LD1型貨物自動車」（写真はLD3型）。

ND1型は対向ピストン式、単流掃気方式を採用し、シリンダーヘッドや
吸排気バルブがない画期的な設計を特徴としていた。

1938 1939
初のディーゼルエンジン ディーゼルトラック1号車が完成

28 29「究極の信頼」を求めて

　1935年12月、創業者・安達堅造

により、UDトラックスの前身となる日

本デイゼル工業株式会社が東京に設

立された。欧州から技術を導入し、工

場を建設して、ディーゼルエンジンの

製造が始まった。しかし、製造設備も

加工技術も未熟で、必要な精度と品

質をもつ部品を容易につくることが

できなかった。何より、十分な資金を

確保できなかったため、会社自体が存

亡の危機に直面した。 

　それでも、彼らは決してあきらめず、

技術と技能を高め、多くの困難な課題

に立ち向かっていった。そして、創立

から3年近く経った1938年11月、

彼らの熱意と努力が実り、初のディー

ゼルエンジン第1号機「ND1型エン

ジン」が完成したのである。 

　2気筒60馬力のND1型エンジン

は、対向ピストン式、単流掃気方式

を採用し、シリンダーヘッドや吸排気

バルブがない独特の2サイクルディー

ゼルエンジンだった。 

　日本デイゼル工業は、このND1型

エンジンを基本モデルとして、順次、

気筒数を増やしていくことで、ND

エンジンシリーズのラインアップを

充実していった。 

　NDエンジンシリーズは、1958年

頃までトラックやバスの主力エンジン

として活躍し、今に続くエンジンのUD

としての礎を築きあげた。

　日本デイゼル工業では、ND1型エン

ジンとともに、1937年頃からディー

ゼルトラック1号車の製造に向けて、自

動車シャーシ部品の製造も進めてき

た。この開発も、エンジン部品づくりと

同様に、加工技術の未熟さもあって困

難を極めた。しかし、1938年11月の

ND1型エンジンの完成が、彼らに大

きな勇気をもたらした。それから1年

後の1939年11月、ND1型エンジン

を搭載した2.5トン積み「LD1型貨物

自動車」1号車が完成した。創立から

4年、ついに、「自らの力でディーゼル

車をつくりたい」という安達の夢がか

なった。安達社長以下社員たちは、

完成したLD1型を囲んで、肩を抱き

合って喜びを分かち合ったと伝えら

れている。

　この年、エンジン開発においても、3

気筒90馬力のND2型エンジンが完

成した。1941年には、最後まで達成

できなかった燃料噴射ポンプの製造

に成功し、完全国産化がかなった。ND

エンジンシリーズは、30馬力から

1 6 5 馬 力までシリーズ が 揃えら

れ、1944年には合計603台が生産

された。その後、シャーシの開発も

進められ、LD3型（2.5トン）、LD4

型（4.5トン）とラインアップが揃え

られ、トラックメーカーとしての基礎が

確立された。



　1939年11月に1号車である

「LD1型貨物自動車」が完成すると、

直ちに野外走行試験が計画された。

　当時の日本の道路事情はほとんど

が未舗装で、荷馬車がやっと通れるよ

うな幅の狭い道路や橋も多くあった。

その中でも、特に難所と呼ばれる急坂

や急カーブが連続する峠道ばかりを

選んでコースが設定された。全行程

は、日本列島の長さの1.5倍に相当す

る3,000kmになる。もちろん、日本

では前例のない耐久テストであった。   

　「いきなり、そんな厳しい試験をし

ないで、最初は市街地で試験をすれ

ばいいのではないか」という意見もあ

った。しかし、安達社長は「我々の目指

すのはあらゆる悪路を走ることがで

きる堅牢なトラックである。この程度

の野外走行試験をクリアできなけれ

ば、お客様に自信をもって製品を提供

できない。せっかく苦心して製作した

1号車だが、壊れても構わないからよ

り厳しいルートを走ろう」と開発メン

バーに語った。  

　そして、完成わずか1週間後の11

月8日、LD1型に自ら乗り込んで川口

工場を出発した。もちろん、開発チー

ムは、途中で起きるさまざまなトラブ

ルを想定して、修理道具や交換部品

を十分に用意した。 

　実際、走行試験は想像した以上の

悪路の連続だった。崖が迫り急カーブ

が続く峠道では、まさに冒険といって

いいような走行が続いた。トラックが

通ることもできないほど狭い道が少

なくなかった。そのたびに迂回路を探

してさらなる悪路を走るといった過酷

な日々が続いた。それでも、走行試験

チームのメンバーは強い意思をもっ

て乗り切り、11月20日、無事に全行

程を走破し、川口工場に帰ってくるこ

とができた。

　しかも、3,000ｋｍを単に走破した

というのではなく、結果はきわめて良

好であった。LD1型は13日間にわた

る走行を通じて、1本のボルトも緩ま

ず、1本のスプリングも折れなかっ

た。ND1型エンジンも最後まで健在

だった。そのため、携行した修理道具

と交換部品はまったく使用せずに済ん

だのだ。

　それは、当社の技術の高さを実証す

るものであり、走行試験チームのメン

バーはもちろん、LD1型の帰還を出迎

えた工場の全社員が肩を叩き、抱き

合って喜びを分かち合った。

　1935年にディーゼルトラックの製

造に着手して4年、エンジンとトラック

製造は困難の連続だった。その中で、

品質の重要性を全員が共有し、製造

技術のレベルアップに努めてきたこと

が、日本で最も険しい悪路を選んだ

3,000km野外走行試験の無故障

走破につながったのである。

　ここに、当社は、日本においてはい

うまでもなく、世界においても最新技

術テーマであるディーゼルトラックの

製造に成功した。この成功に自信を得

て、社員は一層団結し、ディーゼル車

の量産に取り組んだ。 

ND1型エンジンを搭載したLD1型貨物自動車。

難所・難路を踏破した3,000kmの走行試験 大阪

京都

下呂

箱根

川口

13日間、3,000km

伊香保

新潟

会津

1939
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　第二次世界大戦で、当社の工場は

空襲を受けたため、戦後ほとんど生産

停止状態となっていた。しかし、日本

の復興にはトラックが必要になると考

え、いち早く生産再開に動き出した。   

　とはいえ、必要な資材や部品が揃

わないどころか、何より社員・家族の

食糧さえ十分に手に入らない深刻な

状態だった。そこで、在庫の鋼材やア

ルミ材を使ってフライパンや鍋を製

造・販売してしのぐようなこともした。

　そうした中でも「トラックをつくり

たい」という希望を失わず、終戦から

3カ月後の11月にはトラックやブル

ドーザーなどの生産計画づくりを開

始した。川口工場では、部品の確保の

ために社員が飛び回り、生産設備の

修理や整備を進めて、1946年に

「TT9型トラック（6トン）」の生産を

再開することができ、エンジンの生産

も再開した。

　輸送力増強が復興の最優先課題で

あった当時の日本においては、改めて

新しい時代のために

1946年1月に戦後初めて完成したTT9型トラック。1939年完成の小型で強力な
ND2型エンジンを搭載した。輸送力増大を最重要課題に置いていた当時の日本に
おいて、好評を博し、日本各地から注文が届いた。

　1950年代に入って、日本は戦後

の混乱を脱し、新たな経済成長に備え

て電源開発や道路・鉄道・港湾の整備、

大規模プラントの開発などインフラづ

くりが活発になった。しかし、インフラ

づくりの原動力となる輸送力不足が

大きな課題としてクローズアップさ

れ、高馬力の大型トラックの需要が高

まってきた。 

　当時、長距離

輸送業界が求め

る200馬力クラ

スのエンジンを

もつ大型トラックを生産する国内メー

カーはなかった。こうしたニーズを踏

まえて、1953年、当社は大型ディー

ゼルエンジンの自社開発に取り組ん

だ。当時の2サイクルエンジンは、騒

音が大きく、背も高かった。そこで、ハ

イパワーな2サイクルエンジンの特

長を最大限に活かしつつ、単流掃気

方式（エンジンシリンダーの下方に掃

気ポートを設け、上方の頭上弁まで一

方向に流れる方式）を採用すること

で、掃気効率の改善と、低騒音・小型

軽量化の両立を図ることに成功した。    

　こうして、1955年1月に3気筒

110馬力（UD3）と4気筒150馬力

（UD4）の2種類の新ディーゼルエン

ジン「UDエンジン」を発表した。さら

に、6月には6気筒230馬力のUD6

を発表した。とりわけUD6は、1馬力

あたりの重量が当社従来エンジンの4

割減になり、当時、「世界で最も1馬力

あたりの重量が軽いエンジン」として

高く評価され、UDエンジンのブランド

ステータスを高めた。

UDエンジンの誕生

1955年1月に発表されたUDエンジン。ハイパワー
な2サイクルエンジンの特長を最大限に活かしつつ、
単流掃気方式を採用することで、掃気効率の改善と、
低騒音・小型軽量化の両立を図ることに成功した。

1946 1955

ガソリン車に比べてディーゼル車の

経済性が評価された。特に、小型で強

力なエンジンをもつTT9型の評価は

高く、交通事情が悪い中で全国から

買い手がやってきた。     

　戦後の混乱が落ち着くと、当社は

販売体制を整備し、1948年に中型ト

ラックTS21型（4トン）、1951年に

TN95型（6トン）などを完成させた。

また、庶民の交通手段として、バスの

需要が高まっていたことから、1947

年にはバスの生産を開始した。当社

のバスは東京都などから燃費の良さ

を高く評価され、採用に至った。  

庶民の足として当社製の
バスは日本の復興を支えた。

「UD」は、Uniflow scavenging Diesel engine

の略。当時、いろいろなタイプのエンジンを開発して

いたので、ほかと区別するために設計図面に「UD」の判

（コード名）を押していた。

その後、UDエンジンを搭載したトラックには、高いエン

ジン性能をアピールするために車体に「UDマーク」が

付けられた。このUDマークが当社における国際商標

となり、現在の社名につながった。  

国際ブランド「UD」

動画「よみがえるUD6
エンジン」を観る

世界中のお客様に愛され、ＵＤトラックスの社名の起源となったUD6エンジン
の再生プロジェクトには、若手から熟年までの社内エンジニアや技術者が自主
的に加わり、約半年間をかけて再生した。

ＵＤ６エンジン再生プロジェクト
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はとても無理だと考えられていた。そ

こで引き下がることはできない。私た

ちは、外国製のトラックに対抗しうる

トラック試験を行う機会を得た。 

　テスト結果は、建設業界にとっても

驚きだった。彼らは、「日本でも、外国

製大型トラックと同等の性能、信頼性

をもつ大型トラックが製造できるよう

になったのか」と語り、建設工事用と

して6TW型が正式採用されることに

なった。

　6TW型は、長尺の鉄骨やセメント

などの重量物をダム建設現場に届け

た。その間、ほとんど故障することは

なかった。こうして、日本屈指のビッグ

インフラプロジェクトの完成に貢献し

たのである。

　黒部川源流のダム建設現場で、

6TW型の性能・信頼性が高く評価さ

れて正式採用されたというニュース

は、すぐに輸送業界にも広がり、6TW

型の注文が全国から集まってきた。

　日本では、1964年開催予定の東

京オリンピックを目指して、名神高速

道路や新幹線、高層ホテルの建設な

どが進められていた。6TW型は、そう

したさまざまな現場に建設資材を運

び、新幹線車両を運ぶなど、大いに活

　6TW型の開発にあたって、車両の

設計開発メンバーは、「幹線道路でも

未舗装の道が多い日本で、本当に10

トン積みを超す大型トラックの需要

があるのだろうか」と悩んだ。

　しかし、「世界的に見ても強力な

UD6ディーゼルエンジンを開発した

のだから、その能力をフルに活かすた

めに最高性能のトラックをつくろう

じゃないか」、「日本に大型トラックの

市場がないなら、自分たちが市場を切

り拓けばいい」と決意して、6TW型の

開発を進めてきた。

　1957年、日本で初めて積載量10

トンを超え、かつ最高時速90km高

速走行を可能とした新型トラックの試

験 車 5 台 が 完 成 。1 9 5 8 年 2 月

に、10.5トン積み大型トラック「6TW

型」として発売された。 

　新型トラック6TW型は、プロペラ

シャフトが2本あるのが大きな特色

だった。強力なUD6エンジンのトルク

を2本のプロペラシャフトに分けるこ

とで、動力伝達機構の負担を軽くし耐

久性を高め、タイヤ寿命を延ばすこと

ができた。

　そんな時に、日本最大の水力発電

所となる黒部ダムの建設工事に、外国

製の大型トラックの導入が計画され

ているという情報が入ってきた。ダム

建設では、大量の建設資材を運ばな

ければならない。 

　これは6TW型がデビューするにふ

さわしい場所で、外国製大型トラックに

対抗できると私たちは確信していた。 

　しかし、黒部ダムの建設は、3,000m

級の山々が連なる黒部川源流で行う

かつてない難工事である。資材を運ぶ

トラックが故障すればそれだけ工期

が遅れる。当時、日本製のトラックで

躍した。

　東京オリンピック開催当時、日本は

「アジアの奇跡」と呼ばれる高度経

済成長時代を迎えていた。日本全国

で高速道路建設が進んだことで、この

時期から輸送の主役が鉄道輸送から

トラック輸送に急速に移っていった。 

　その先頭に立って活躍したのが、

6TW型である。6TW型は、12トン積

みの6TW12、6TW12・ダンプ仕様、

トラクター仕様などのシリーズが開

発され、高速・大量輸送ニーズに応え

ていった。

　さらに、6TW型の兄弟車と言える

T80型は海外市場でも高く支持さ

れ、ブラジル、スペイン、フィリピン

などに輸出され、世界各国でインフ

ラづくりや物流システムの発展に

貢献した。

名車と呼ばれた6TW型トラック。1958年、日本で初めて積載量10トンを超え

かつ最高時速90km高速走行を可能とした新型トラックとして発表された。

後輪2軸駆動のタフな6TW型は、長距離輸送だけでなく

ダム工事現場などの厳しい環境で活躍した。 

6TW型
日本で最もパワフルなトラックの誕生

1958
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初のキャブオーバー型
大型トラック完成

　当社は1960年に日産自動車の資

本参加により、社名を日産ディーゼル

工業へと変更した。

　同年、全日本自動車ショウにおい

て、当社初のキャブオーバー型8トン

積み大型トラックTC80Gがデビュー

した。エンジンは、UD4・165馬力、

個性あふれるキャビンデザインもあっ

て大きな注目を集めた。

　日本では、東京 – 名古屋 – 大阪 – 

神戸を結ぶ高速道路の建設が進んで

おり、鉄道にかわって貨物輸送の主役

となるために、輸送業界では長距離・

高速走行に優れたトラックが求められ

ていた。キャブオーバー型は荷台を長

くでき、大量の荷物が積めるが、エン

ジンの上にキャブを載せる構造なの

で、エンジンからの振動を抑え、長距

に6TWシリーズにもキャブオーバー

型モデル6TWC12を発売、1963年

には新型キャビンを搭載したTC80G

を発表した。その後、キャブオーバー

型トラックが主流となり、長距離・大量

輸送時代の主役を演じていった。

離走行でもドライバーが疲れない居

住性を確保する必要があった。

　当社は、ボンネット型トラックT80型

で実証された耐久性の高いシャーシ

をベースに、キャブオーバー型トラッ

クTC80Gを開発した。荷台は5mか

ら6.3mに伸びたが、ホイールベース

やエンジンの配置は変えず、小回りの

きく運転操作性を維持した。

　3人掛けのキャビンは、振動を抑え

たことはもちろん、フロントウインドウ

を大きくして視認性を高め、着色防熱

ガラス、ベンチレーターなどの採用で

居住性を高めている。メンテナンス面

でも、エンジンの点検作業やオーバー

ホールを容易に行えるようにさまざま

な工夫がなされた。

　このTC80Gの成功により、1961年
1960年代以降、当社のトラックは世界各地へ
輸出されるようになった。

TC80Gは特徴的なヘキサゴン（六角形）のグリルを備えている。
UDトラックスのデザインアイデンティティーは、このヘキサゴンの形に由来しており
今日の当社車両のフロントグリルに施されている。

1960年11月に発表された当社初のキャブオーバー型トラックTC80G。

エンジンは165馬力のUD4を搭載した。

大きなフロントウインドウによって優れた視界を確保。

ベンチレーターを採用するなどさまざまな工夫で居住性も高められた。 

1960
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FD6(T)

6x4 PW 24 280モデル

1983

1993

2011

2017

中型トラック コンドルの進化

　キャビンも、ワイドなフロントウイン

ドウ、三角窓のないサイドウインドウ

を採用して高い視認性を確保し、お客

様から乗用車に近い感覚で運転でき

る操作性の良いトラックとして好評を

得た。 

　1993年のフルモデルチェンジで

は、エアロフォルムデザインを採用し

てフルモデルチェンジした「ファイン

コンドル」がデビューした。ファインコ

ンドルシリーズは、優れた走行性能に

加えて、排出ガスを低減し、ABS（アン

チロックブレーキシステム）、エアバッ

グの採用など安全対策を進め、新しい

時代にふさわしいトラックとして高い

評価を得た。

　2002年には、ディーゼルエンジン

とモーター駆動で走る世界で初めて

のキャパシターハイブリッドトラック

を発売している。 

　2007年、当社はボルボ・グループ

に加わった。この成果の1つとなった

のが2011年にフルモデルチェンジ

したコンドルである。 

　新たなコンドルでは、キャビンデザ

インを完全に見直した。広い室内空間

を確保しつつ、空力特性を高めて燃

費性能の向上につなげている。さら

に、室内の居住性を一段と向上させ、

剛性の高いキャビン、ニープロテク

ターの標準装備などにより、衝突時の

ドライバーの安全を守るシステムも

充実した。

中型トラック市場に参入すべく当社が1975年に送り出したコンドル。
高効率・高馬力を実現した4サイクル直列6気筒ディーゼルエンジンED6を搭載し
キャビンも、ワイドなフロントウインドウ、三角窓のないサイドウインドウを採用するなど
先進的なデザインで好評を博した。

　また、エンジンには、新開発のコモン

レール式噴射を採用したGH5TA型

エンジンなどを搭載している。クオン

に続いて、コンドルも排出ガス浄化に

尿素SCR触媒を採用し、UDPC（PM

低減装置）との組み合わせにより、

NOxを効果的に低減させることで、

エンジンの燃焼効率を高めることに

成功。燃費低減とパワー・トルク向上を

両立している。この結果、シリーズ全車

が、ポスト新長期排出ガス規制をクリ

アすると同時に、2015年度、重量車

燃費基準をも達成している。 

　コンドルは、GVW8トンのMKシリー

ズを主力に、GVW10～11トンのLK

シリーズ、GVW14～15トンのPKシ

リーズ、さらにGVW20トン積みのPW

までワイドバリエーションを揃え、多様

なニーズに応えている。 

　2016年、コンドルシリーズは、オー

ストラリア市場および新たなニュー

ジーランド市場の特殊な地形やニー

ズに応えるべく設計された、6x4 

PW 24 280モデルが加わった。この

ニューモデルはUDトラックスの優れ

た性能を示す代表例で、現場で得ら

れた知識と世界中で得た知識とが融

合されており、いち早く市場に出され

たモデルである。

　2017年、新たなコンドルシリーズ

が日本に導入された。幅広いバリエー

ションが対応可能であるため、さまざ

まな輸送ニーズを満たすことが期待

される。

　1970年代、日本の急速な経済成

長期にトラックが物流の主役になる

と、輸送業界のニーズは多様化した。

製造業では単一製品の大量生産から

多品種少量生産に進み、流通業界では

生鮮食品や冷凍食品を運ぶコールド

チェーンが普及してきた。これにあわ

せて、多種類の工場資材や生活用品、

食品などを経済的・効率的に輸送する

中型トラックの需要が高まってきた。 

　そこに、1973年にオイルショックが

発生したことで、燃量消費の少ない中

型トラックを求める声が高まった。当社

は、これに応えて、4～4.5トン積みの

中型トラックの開発を進め、1975年5

月に「コンドル」のブランドで発売した。

　コンドルには、UDエンジンで培っ

た独自の渦流室式を採用することで

高効率・高馬力を実現した4サイクル

直列6気筒ディーゼルエンジンED6

を搭載した。その後、1977年には、

ターボ付直接噴射式ディーゼルエン

ジンとして170馬力を生み出した

FD6Tエンジンを搭載している。 

1975
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新時代を拓いたビッグサム

1990年発売のビッグサム。
フラッシュサーフェスを採用したキャビンは空力特性に優れ
街と調和するデザインが好評だった。新型低公害・低燃費エンジンの搭載で
当時、世界で最も厳しい日本の排出ガス規制をクリアしている。

ジンには、新開発の低公害・低燃費の

NF6型を搭載し、ターボエンジンには

ノズル開度を無段階に調整できる

VNT（バリアブル・ノズル・ターボ）を

採用している。

　最新の電子技術による快適性・安全

性の向上も、ビッグサムシリーズが業

界をリードした。ビッグサムには、当社

が1989年に世界で初めて製品化し

たレーザーレーダー追突防止装置が

オプション設定され、1991年には電

子制御式自動変速機（E-MATIC）が

装備された。1992年にはABS（アン

チロックブレーキシステム）、ASR

（アンチスリップレギュレーション）を

オプション設定（その後、標準装備）

し、さらなる操作性向上と安全性向上

が図られている。 

　1995年には、走行時のクラッチ操

作が自動化された国内初の機械式電

子制御トランスミッションESCOT-Ⅱ

塔載車も登場した。

　当社のエンジニアはギアの切り替

え時にクラッチ操作が必要とされる

ESCOT-Ⅰも開発していたが、一連の

過酷な試験に合格した自動化された

クラッチを有するESCOT-Ⅱの完成

　モータリゼーションの進展ととも

に、1980年代初頭に大気汚染や

地球温暖化などの地球環境問題が

本格的にクローズアップされてきた。

1970年代以降、欧米各国で本格的

に自動車の排出ガス規制が導入さ

れ、日本でも世界で最も厳しい排出ガ

ス規制が施行され、年々、規制値は厳

しくなっていった。 

　当社は、低公害エンジンを先行開発

して厳しい規制をクリアすると同時

に、トラックの燃費性能や動力性能を

高めてきた。さらに、「人にやさしく、

街にあたたかく」をコンセプトに、快適

度が高く、信頼性があると判断された

ため、ESCOT-Ⅱが販売されることと

なった。 

　ESCOT-Ⅱは、発売当時からさらに

先を見据えたトランスミッションであ

った。このトランスミッションは、正確

にはオートマチックではなく、ドライ

バーが手動でギアを変更する必要が

あった。しかし、クラッチを踏む煩わし

さがなく、シフトレバーを上げ下げす

るだけで容易にシフトチェンジができ

た。これによって日常での利便性が

目に見えて高まった。渋滞した道路で

あろうが、曲がりくねった山岳道路で

性・安全性の向上と、街の景観に溶け

込む先進的なデザインを追求して開

発されたのが、1990年発売の大型

トラック「ビッグサム」である。 

　ビッグサムの新キャビンは、3次元

曲面によるフラッシュサーフェス化に

より空力特性が大幅に向上した。エン

1990
GE13

あろうが、あらゆる道路事情でのギア

の制御を意のままに行うことができ、

トラックのイージードライブ化に大き

く寄与した。 

　エンジンでも、GE13を1998年に

開 発し、ビッグサムに塔 載して い

る。GE13エンジンには、業界初の電

子制御ユニットインジェクターを採用

し、最大440PSの高出力を実現して

いる。 

　進化を続けたビッグサムシリーズ

は、21世紀への新時代を拓いたトラッ

クであった。
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GH11

フラッグシップ クオン誕生

多くのIT駆動型機能が、大型トラック

を次世代のスマート車両へと変えた。 

　2007年に、当社はボルボ・グルー

プに入り、2010年には社名をUDト

ラックス株式会社へと変更した。ま

た、ブランド名もUDトラックスへと統

一し、創業以来培ってきた技術やノウ

ハウを基盤に、グローバルな存在感を

放つ先進的なトラックメーカーとして

再出発した。当社は、世界有数の商用

車メーカーであるボルボ・グループの

優れた技術と、当社が培ってきた

技術のシナジー効果を発揮し

て、世界のお客様が求める新

時代にふさわしいトラックを開

発・提供していく。高性能な

当社が培ってきたエンジン技術、電子化技術、環境負荷低減技術などを集大成し、開発されたのが、大型トラック「クオン」である。
トラックでは世界初となる尿素SCRシステム「FLENDS」を採用することで環境性能と燃費性能が大幅に向上した。 G H 1 1 エ ン ジ ン を 搭 載 し 、

エンジンとの新たな連携によって燃費

の大幅な向上が図られた。

　1つの大きなイノベーションは、UD

における新バージョンの電子制御式ト

ランスミッションである、ESCOT-Ⅴ

を世に送り出したことである。発進、

停止の際もクラッチ操作が不要とな

ることにより、比類のない運転性と燃

費性能を実現し、快適な運転のみな

らず、安全性と運転の楽しさを提供し

てきた。

　2014年、ESCOT-Ⅴは、改良され

たソフトウェアとエコノミーE・Dモー

ドによってアップグレードされた。ま

た、燃費性能を最大限に高め、緩やか

に速度を上げるアクセラレーションリ

ミッターとソフトクルーズコントロー

ル機能が搭載された。ESCOT-Ⅴは

GH11エンジンとの抜群の連携で、

卓越した運転性、低運用コスト、そし

て信頼性を実現した。

　2014年に発売されたクオンは常

に前進し続け、モデルチェンジによっ

て幅広い改良が施されたことで、

かつてない運転性、積載性の向上、

そして燃費の改善を実現した。 

　アクティブセーフティも車線逸脱警

報システム（LDWS）および先進緊急

ブレーキシステム（AEBS）の実装に

より強化された。また、トラックが衝突

リスクを察知した際に、クオンが自動

的にブレーキングを行うことができる

フロントレーダーセンサーを備えた。

　いくつかの市場でUDテレマティク

スが装備され、運行コストが最適化さ

れ、稼働時間が大幅に向上した。 

　これらのすべての技術により、クオン

が大型トラックのスタンダードとなっ

た。世界中で強みと高いコスト効率を

実証し、世界で最も過酷な道路でも際

立つ信頼性を発揮する。

　ご好評をいただいた先代ビッグサ

ムの高い技術をフルに活用しながら

もゼロからの再設計を行い、当社の

フラッグシップとなる大型トラック

クオンを2004年に市場に登場させ

るに至った。発売当時、電気系統、安

全面、環境面において世界初ともな

る革新性をもつ、さまざまな最先端

技術がクオンに組み込まれていた。

　特に高い評価を得たのが環境対応

技術である。日本では、2005年を目

標に新長期排出ガス規制が設定され

たが、あまりに厳しい目標のため、業

界では達成は不可能と考えられてい

た。これに対して、当社は排出ガスの

浄化装置にトラックでは世界初となる

尿素SCRシステム「FLENDS」を採

用することで、環境性能と燃費性能を

大幅に高め、新長期排出ガス規制適

合車を施行の1年前に実現した。

　エンジンには、ユニットインジェク

ターを採用したGEエンジンシリー

ズを搭載、最高モデルは410馬力と

なっている。斬新なデザインを採用

した新キャビンは、風洞実験を繰り返

して空力性能を大幅に向上させた。 

2004

2014

　さらに、お客様の車に乗せていただ

く同乗調査をもとに、長時間運転して

も疲れない快適な空間の確保、操作

しやすいラウンドコックピットを採用

し、助手席シートの座面をはねあげる

ことで立って着替えができるなど、き

め細かい工夫が凝らされている。

　安全面でも、キャビンの剛性の向上

や世界で初めてのニーエアバッグの

採用、衝突被害軽減ブレーキの標準

採用などの機構を導入している。 

　音声アシスト機能やインターネット

を利用したリモート確認機能といった

 　ESCOT-Ⅴ – 長きにわたり高い評価を得ている
革新的な先代モデルの大きなセールスポイント。  

クラス最先端技術を駆使した電子制御式トラン
スミッションを搭載し、高い評価を得ている。高い評価

を得たGH11エンジンと結合したESCOT-Ⅴでは、最新
鋭の機械技術と電子技術とが融合したことで、ドライバー

は楽しく、反応の良い運転が行えるだけでなく、車両運行管理
者にとっては低運行コストと高い燃費性能が得られる。 
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2013

UDトラックスとして初めて国外で生産される、新興国向けトラックのクエスター。
2種類のキャビン、8リッターと11リッターのエンジンをはじめとする

さまざまなカスタマイズが可能で、お客様のニーズに的確に応えることができる。

その一歩先を目指す

新興国市場に向けた
UD初の海外戦略車
　グローバル化が加速したことによ

り、世界のロジスティクス業界におけ

る競争が一段と激しくなり、日本に限

らず世界のユーザーにとって、燃費性

能、稼働率、信頼性、耐久性、コストパ

フォーマンス、そして充実したアフ

ターサポートがますます重要となって

いる。これらに対して最良のソリュー

ションを提供するために、合計150

万時間という膨大な時間をかけて生

み出されたのが大型トラックのクエ

スターである。

信頼性が鍵となる
　ＵＤトラックスの現場を重視したも

のづくりへの想いと、ボルボ・グルー

プの世界トップレベルの技術を融合

させることによってクエスターは誕

生した。ＵＤトラックスらしい「究極の

信頼」を基に、お客様のビジネスを成

功に導く耐久信頼性、整備性、燃費性

能、稼働率の向上などに重点を置い

ている。

幅広いラインアップと
モダンなデザイン
　クエスターはUDトラックス初の新

興国向けトラックであり、各国のマー

ケットの特徴に対応できるよう、さま

ざまなカスタマイズが可能である。

8種類のアクスルをはじめ、低速での

高トルクを実現するエンジンは8リッ

ターと11リッターの2種類が用意され

出力は220馬力から420馬力まで

7種類に及ぶ幅広い選択肢が用意

されている。これにより、長距離輸送

から比較的距離の短い配送業務ま

で、お客様の事業形態に応じて最適

なトラックを提供することができる。

　また、キャビン内は明るく広々と設

計されており、ドライバーに快適なド

ライビング環境を提供する。エクステ

リアデザインは、空高くそびえる塔や

近代的な高層ビルからヒントを得て、

従来のデザインと一線を画す先進的

なデザインを採用した。

　UDトラックスはクエスターをはじ

めとする、さまざまな商品やサービ

スでこれからもお客様のビジネスの

成功のために、もう一歩先への努力

を続けていく。
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1分1秒が大切なこの世界のために

終わりなき究極の信頼 
長年にわたる開発と試験の成果

今日の物流ニーズに応える
クローナー
　世界各国のニーズに対応すべく当

社の信頼性の基に開発された新興国

向けの中型トラック クローナーは、運

行コストの低減はもとより、当社が提

供する包括的なアフターマーケットソ

リューションと合わせることにより、今

日の物流における要望に応えること

ができる。

稼働率の最大化と
省燃費性能の向上
　燃費効率に優れた低速高トルク型

の新エンジンとエアロダイナミクスを

追求した新型キャビンおよびフューエ

ルコーチング機能により大幅な燃費

改善を実現。さらにオートマチックト

ランスミッションによりドライバー個

々の燃費のバラツキを抑えることで

平均燃費の底上げが可能。そのほか、

設計時間

試験時間

実用稼働での走行距離

合計

延べ 

の国々

つの大陸

170万時間 

3万時間 

90台

5ヵ国

18ヵ月

3

100台以上

300万km

140万km

この試験によって、堅牢性、信頼性
そして耐久性において、クラス最高レベルの
トラックが誕生した。

多機能液晶ディスプレイの採用

クルーズコントロールやスピードリ

ミッタ－も、ドライバーの癖に左右さ

れることなく、燃費向上に寄与する。

　新たに開発されたエンジンは4気筒

５リッターと6気筒８リッターの2モデ

ルを設定。コモンレール式電子制御燃

料噴射システムを採用することで、高

効率と低公害を実現。またクラストッ

プレベルの高トルクにより、多少の登

坂は車速を落とすことなく走行が可

能で余分なシフトチェンジも抑えるこ

とができるため、燃費の改善と運行時

間の短縮に寄与することができる。

信頼性の高いトランスミッション
　UDの信頼性と耐久性を堅持したト

ランスミッションはマニュアルで6速

と9速を設定、またオートマチックは

全モデルで選択できるように工場オ

プションで設定した。これらの設定は

さまざまな稼働シーンを想定してお

り、一般的なカーゴボディからダンプ

トラック、さらにはごみ収集などの特

装車まで対応可能としている。

あらゆる架装に対応可能な
PTOオプション
　ＰＴＯはエンジンとトランスミッション

のどちらも選択が可能。さまざまな架

装要件に対応可能となっている。

信頼性の高いコンポーネントに
よる生産性の向上
　当社の品質基準に基づいて設計さ

れた主要コンポーネントはＵＤトラッ

クスが長年にわたって培った経験と、

高い技術力に裏付けられている。過

酷な試験と厳しい品質基準に合格し

たそれらはＵＤ製品の骨格となり、お

客様に対して高い生産性を約束でき

るようにした。

　新規開発したシャーシフレームは

従来比で20％の強度を増した高張

力鋼鈑を採用、ホイールベースも

3,450～6,500mmまで多種多様

な設定を用意した。クラス最高レベル

の対荷重性能を有するアクスルは

10.4～18トンまでをカバーする。サ

2017

試験装置数

試験トラック台数

世界中の極めて過酷な気候条件
および地形における耐久性試験

視認性の良いクラスターメーターには液晶
ディスプレイを標準採用。故障表示やフュー
エルコーチング、主要国の言語にも対応した
マルチディスプレイである。

スペンションはフロントがマルチリー

フとテーパーリーフの両方を設定しそ

れぞれに標準と高荷重のオプションを

設定した。リアサスペンションには従

来のマルチリーフのほかにエアサス

ペンションのオプションを用意し、精

密機器輸送にも対応できるようにし

た。ドライブラインのメンテナンスイン

ターバルも従来比最大3倍まで延長

し、稼働時間の延長が可能となった。

新しいキャビンは
広く快適な空間を提供
　ドライバーに快適性と利便性をもた

らすクローナーの新型キャビンは室内

の低騒音を実現し、人間工学に基づい

て設計された視認性とスイッチ類の操

作性はトップクラスである。また、オプ

ション設定されたエアサスペンション

のドライバーシートは、アームレストを

標準装備しマルチアジャスト機能を有

する。これらは、ドライバーの疲労軽減

とともに安全運行に大きく寄与する。

究極の信頼を目指して
　クローナーはUDのDNAを引き継

ぎ、長年にわたる開発と過酷な実験や

走行試験の成果により究極の信頼を

手にした中型車である。

　クローナーは、いつでも時間どおり

の運行に貢献。生産性を最大限に高め

るとともに、非稼働時間を最小限に抑

え、将来にわたってお客様に満足を提

供し続ける。

Croner ： 時間へのこだわり
クローナーとはギリシャ神話の時の神クロノスに由来している。常にお客様の大切な時間を
最大限に有効化するようなトラックであり続けたいとの願いが込められている。

にわたる試験
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一歩先を行く 生産性
• 積載能力の向上と車両の軽量化

　高張力鋼板を使用したメインフレームや

　ディスクブレーキの採用により、車両全体

　にわたる軽量化を実現し、積載能力を向上

　させた。

• 荷役性の向上 ： 片荷調整機能

　エアサスペンション車の左右の車高差を

　自動調整する片荷調整機能を採用し、フォーク

　リフトによる車両側方からの荷役性を向上。

• 荷台の高さ調整幅を拡大

　新エアサスペンションにより、6x2、6x4車の

　荷台床面の高さ調整幅を拡大し、プラット

　フォームを利用した荷役性を向上。

• パーフェクトクオンの拡充

　ウイングボディのオプションを充実させ、さら

　に直結式冷蔵ウイングを設定。

さらなる進化を遂げたUDトラックスのフラッグシップトラックは

お客様のさまざまなニーズに的確に応え

スマートロジスティクスの新たな時代を切り拓いている。

新 型

人を想い、先を駆ける。

一歩先を行く燃費・環境性能 
• GH11エンジン ： より省燃費で、よりクリーンに、より力強く

　高燃焼効率とさらなる改善により、出力とトルクの向上を図りながら

　も、日本における厳しい新排出ガス規制をクリアし、重量車燃費基準

　＋５%を達成。

• フォアトラック ： 先読み機能

　先読み機能「フォアトラック」は、ECOモードでのクルーズコントロール

　走行時に作動する。GPSを通じて、一度走行した道路の勾配を車両が

　記憶し、次回同じ登降坂路を走行する際、道路状況を先読みし、車速、

　エンジン回転数、補助ブレーキなどを自動制御し、省燃費運転を

　サポート。

• 燃費コーチ ： リアルタイムで省燃費をアドバイス

　燃費コーチは、システムがドライバーの運転傾向を解析し、

　省燃費運転の観点から最適なアドバイスをリアルタイム

　でマルチディスプレイに表示し、ベストな省燃費性能が

　得られるようアドバイスする。

一歩先を行く安全性
新型クオンの安全装備は、最新の技術により

大幅に改良された。

• ディスクブレーキを全車に標準装備 

　すべてのモデルにディスクブレーキを装備。ブレーキペダルの動きに

　滑らかに応答し、耐フェード性にも優れる。

• トラフィックアイブレーキ（衝突被害軽減ブレーキ）

　走行中、カメラとレーダーで常に前方を監視、衝突の危険性がある

　場合には自動的にブレーキングを行う。 

• ドライバーアラートサポート（ふらつき注意喚起装置） 

　カメラを用いて走行車線と車両の位置関係を認識し、運転に対する

　集中度を推測。集中度が低下したと判断した場合に、警告灯と警告音で

　ドライバーに注意喚起する。

• LEDヘッドランプ ： 夜間の視認性向上

　ロービームに省電力、かつ長寿命のLEDランプを採用。明るくクリア

　な光により夜間の視認性が向上。

一歩先を行く稼働率
• 新型クオンは、確かな信頼性と部品のロングイン

　ターバル化により、稼働率が最大限に発揮される

　よう設計されている。 

• ブレーキパッドの摩耗はセンサーによって監視さ

　れ、パッド交換のタイミングはマルチディスプレイ

　を通じてドライバーに通知される。

• シールドタイプのユニットハブベアリングを採用

　し、点検時のメンテナンス性を向上。

• フレームには耐塩水性の塗料を採用し、降雪地で

　の優れた防錆性も実現。 

• UD-TRUSTは、お客様の稼働条件に基づいて

　作成した整備計画をベースに、UDトラックスが

　確実に高品質なUD純正整備を実施。

• UDインフォメーションサービスは、安心稼働と

　省燃費運転に貢献する。「安心稼働サポート」は、

　通信機能を使って車両を遠隔診断。車両故障時

　に遠隔診断を行い、迅速な路上復帰をサポート

　する。また「省燃費レポート」は、車両ごとに運転

　操作を分析、アドバイスを提供する。

　新型クオンは、UDトラックス

の究極の信頼を具現化している。

そしてそのコンセプトは、設計から

生産に至るまでの全サイクルで一

貫している。新型クオンの信頼性

確保のため、極めて過酷な試験を

課している。さまざまな厳しい条件 

の も と 、安 全 性 、走 行 性 能 、 

信頼性、耐久性の確認を実施。

　緻密なプロセスで細部まで徹

底的にチェックが行われた結果、

多くの修正や改良、最適化が行わ

れた。その結果お客様が期待する

品質と耐久性の実現が可能となっ

た。そこで、新型クオンシリーズの

試験において、UDがどのようにし

て試験を実施しているのか、いく

つかの例を紹介する。

北海道とスウェーデン北部で長期にわたり、極寒の中で、日本とヨーロッパの
エンジニアが、信頼性、走行性能、安全性の試験を実施。

衝突実験

高い精度で実走行時の路面入力を
再現し、キャビンとシャーシの振動
耐久性を確認した。 

衝突実験では、ドライバーと同乗者の双方の安全が守られるよう、あらゆる種類の
衝突事故を想定している。

台上耐久実験 寒冷地試験厳格なテストを経た
一歩先を行く品質

凍結路面での発進性能

凍結路面での制動性能

雪道や凍結路面での走行性能

極寒での始動性、排出ガス後処理性能

2017
一歩先を行く運転性能
ドライバーの使い心地を追求して一新したコックピット。

操作性・視認性を根本から見直し、運転に集中できる環境を提供。

• インストルメントパネル中央に配置した大型のマルチディスプレイに

　カラー液晶を採用、さまざまな情報の視認性を向上。また手元の

　ステアリングスイッチでディスプレイの表示切り替え操作が可能に。

• 12段電子制御式トランスミッションESCOT-Ⅵのシフトレバーに

　ストレート式のシフトパターンを採用し、よりシンプルで使いやすい

　デザインへと進化。さらに雪道・泥濘地の脱出性能を向上させた。

　ESCOT-Ⅵは、燃料消費の変動を抑制し、雪道や滑りやすい路面でも

　優れた性能を発揮する。

• 出力とトルクをさらに向上させた新型GH11エンジンと、性能がさらに

　向上したESCOT-Ⅵが乗用車並みの運転のしやすさと快適性を提供。

試験時間

走行試験総距離

250万時間以上

600万km以上 

15,858時間 

92台

82項目

試験車両数

台上試験

台上試験時間
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新型クオンを動画で観る

48 「究極の信頼」を求めて



51



2021

　ＵＤアクティブステアリング搭載車には

LDP（車線逸脱防止支援システム）も搭載

されており、より安全で快適な運転性能を

実現。

　時代を切り拓く新技術ＵＤアクティブス

テアリングはドライバーの疲労軽減と、交

通安全の改善に貢献する。ベテランドライ

バーにはより快適な運転体験を提供する

一方で、経験の浅い人や若手・高齢者・女性

ドライバーなど、どなたでもストレスなく

運転できるトラックに仕上げている。

時代を切り拓く新技術ＵＤアクティブステア
リングの性能を今、注目を集める書道家・鈴
木曉昇氏とのコラボレーションで映像化。今
回、挑戦するのは世界最大級のトラック書道。
ＵＤアクティブステアリ
ングの操作性能で、繊細
で大胆、かつ正確さが求
められる書道に挑む。人
のために技術はまだまだ
進化する。トラックの未
来を 予感させる新技 術
の可能性を目撃してくだ
さい。

The Great Masterpiece 
ＵＤアクティブステアリング
の性能を映像化

1. 低速走行時の軽いステアリング

重量物輸送時でも軽い力で操舵でき、疲

労を大きく軽減

2. 高速走行時の直進安定性

スピードに応じて、ステアリングを適度な

重さになるよう制御することで、直進 走

行時にドライバーの緊張感を軽減

4. 横風発生時の走行補正

横風の影響によるタイヤの微細な動きを素 

早く感知し、自動補正で直進走行をサポート

5. 後退・右左折時の自然なハンドル戻り

後退時や交差点の旋回時にステアリングは自

動でニュートラル位置に戻る

　ＵＤアクティブステアリングは、従来の油圧

式ステアリングギア上部に新たに搭載した電

気モーターによる支援機能である。電気モー

ターに搭載した電子制御ユニット（ECU）が、

1秒間に2,000回の頻度で様々なセンサーか

ら運転環境を感知し、走行方向とドライバー

の意図を判断。このシステム制御によってステ

アリングの重さに適切なトルクを付加するの

で、速度や積み荷、路面状況などに左右され

ない安定したステアリング感覚を実現する。

ＵＤアクティブステアリングは、あらゆる走
行条件下においてアクティブな運転支援を
ドライバーに提供し、安定したステアリング
感覚を実現する。

動画「The Giant 
Masterpiece」を観る

｢ＵＤアクティブステアリング」
５つのポイント

3. 不整路走行時の路面状況の影響軽減

路面の凹凸から受ける影響を自動補正し、振

動や意図しないステアリングの動きを軽減

「究極の信頼」を求めて

このステアリングを知ると
もう後戻りできない

動画「UDアクティブステアリング 
機能説明 ５つのポイント」を観る
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尿素選択還元型触媒システム（SCR）技術の搭載により、EU圏内統一排出ガス規制「ユーロ５」
に準拠した大型トラック「Quester（クエスター）」「Croner（クローナー）」

尿素選択還元型触媒システム（SCR）とは

ディーゼル自動車の排気ガスに含まれる粒

子状物質（PM）や窒素酸化物（NOx）などの

大気汚染の原因とされている有害物質を浄

化する技術である。同システムはアドブルー

（AdBlue）という、無色・無臭・無害の尿素水溶

液を使う。排出ガスに対してアドブルーが噴霧

されることで、NOx を無害な窒素と水に分解

する。

ＵＤトラックスは地球環境問題に向き合い、事業

活動のすべてにおいて環境負荷の低減に取り

組んでいる。「ユーロ５」基準では、「ユーロ４」基

準比で４３％のNOx排出量の削減、「ユーロ３」

基準比では６０％のNOx排出量の削減、８０％

のPM削減を求められている。

新型「クエスター」は､SCR技術を採用した「ユーロ５」対応

システムに加えて、リアルタイムの「燃費コーチ」機能を加え

た新たなインストルメントパネルを採用。同機能により､燃費

改善のための最適な運転方法をドライバー自身で確認する

ことができる。

また革新的なＵＤテレマティクスの搭載により、リアルタイム

の車両追跡とジオフェンシングを実現し、輸送効率を最大限

に高めることができる。

さらに電子制御式トランスミッションESCOTをはじめ空荷重

量の軽量化や駆動系の最適化により、燃費を飛躍的に向上さ

せ、安全で快適な運転体験を提供する。

新型「クローナー」は、クエスターと同様、最新の

「ユーロ５」対応と「燃費コーチ」機能を加えた新型

インストルメントパネルを導入し、ドライバー自身に

よる最適な運転方法をサポート。また空気力学に

基づいたキャブ設計により、従来のモデルに比べて

空気抵抗係数を5％低減している。総じて、総保有

コスト（TCO）の最適化を実現する。

SCR –シンプル、クリーン、リライアブル

SCR – ベターライフに向けて

SCR –総保有コスト（TCO）を最適化

Euro 5 Quester 

Euro 5 Croner

クエスターとクローナーは SCR 技術の搭載により車両の稼働率や燃費

効率がさらに向上し、総保有コスト（TCO）の最適化を実現。

燃焼効率の改善

燃焼の最適化を通じたパワーとトルクの改善、燃焼効率の改善による

燃料費の低減

稼働率の改善

稼働時間の最大化によるメンテナンスサイクルの長期化

安定したアドブルー供給網の拡大による稼働率の改善。アドブルーは

UDトラックスの正規販売店でお求めいただけるほか、ガソリンスタンド、

ワークショップ、オンラインでも購入できる。

（販売形態は、国によって異なる）

耐久性の改善

燃料中の硫黄分の影響を受けにくい、よりクリーンで堅

牢なエンジン設計により、エンジンの長寿命化を実現
動画「Drive for 
better (より良い未
来へ）」を観る
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トルク・出力ともに低回転域から広い領域において、

圧倒的なパワーを発揮。

GH13エンジン専用にチューニングを施した12段電

子制御式オートマチックトランスミッション「ESCOT-

Ⅶ」を搭載。

サードデフロックと左右輪デフロックを同時に作動す

る、フルデフロック機能を標準設定。

第5輪荷重16.0t、18.0tクラスに、国内トラックメー

カー初となる積み荷にやさしい後軸エアサスペンション

を採用。

精密機器などの輸送にも最適であり、また鋼材などの

重量物を積載しても固縛ワイヤーの緩みが少ない。

空車時の快適な乗心地もドライバーの疲労を大幅に

軽減。

従来の油圧式ステアリングギア上部に新たに搭

載した電気モーターによる支援機能。

このシステム制御によってステアリングの重さ

に適切なトルクを付加し、速度や積み荷、路面状

況などに左右されない安定したステアリング感

覚を実現。

GW 専用にトップクラスの最大ブレーキトルク 3,250Nm を発

揮する大容量流体式リターダーを採用。さらに GH13 エンジン

の UD EEB（UD エクストラエンジンブレーキ）は高いブレー

キ効力を実現し、重量物輸送に安心の制動力を提供。

ブレーキペダルの動きに素早く滑らかに応答し、積載時の長

い下り坂でも確かな制動性能を発揮するディスクブレーキを

全車に採用。

卓越した力を手に眩い輝きを帯びながら、

あの Quon GW が帰ってきた。新型 13L

エンジンから繰り出される圧倒的パワーと

トルク。力強さに省燃費を兼ね備えた走

り。重量物輸送の労力を軽減する高い操

縦安定性と制動力。積み荷にもドライバー

にもやさしい乗り心地。

比類なき力
思いのままに

走る つなぐ曲がる 止まる
圧倒的なパワーでゆとりある快適な
走りを提供するGH13エンジン

積み荷にも優しいエアサスペンションも採用
車高調整機能により連結作業が効率アップ

運転疲労を軽減し安全に寄与する
UDアクティブステアリング

トップクラスの補助ブレーキ性能による安心の制動力

確実で優れた制動力を発揮するディスクブレーキ

❶ 軽いステアリング

❷ 直進安定性

❸ 路面状況の影響軽減

❹ 走行補正

❺ 自然なハンドル戻り

「究極の信頼」を求めて

動画「Hero video」を観る

動画「Quon GWの
基本性能：走る」を
観る

動画「Quon GWの
基本性能：つなぐ」
を観る

動画「Quon GWの
基本性能：曲がる」
を観る

動画「Quon GWの
基本性能：止まる」
を観る
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お客様のビジネスニーズへ

最 適にお応 えする幅 広 い

車種を取りそろえた中型ト

ラック。

スマートロジスティクスの

時代到来を見据え、ドライ

バーのための最先端技術を

結集させた大 型トラック。

ＵＤアクティブステアリング

搭載車を 2021年に導入。

先進技術を搭載し、新時代

の輸送ビジネスをリードす

る小型トラック。

パワフルなエンジンの搭載

と快適なキャビン、高い耐

久性を備える新興国市場向

け小型トラック。

“ お客様の時間を一瞬たり

とも無駄にしないトラック ”

をモットーに開発された新

興国市場向け中型トラック。

2021年よりユーロ５準拠

モデルを販売開始。

新興国市場向けに開発した

大 型トラック。2019年 に

ESCOT搭載車、2021年に

ユーロ５準拠モデルを販売

開始。
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2017年に発表したクオンに
搭載のGH11エンジン。

2023年に発表したクオンGWに
搭載したGH13エンジン。

を高めるとともに、尿素SCRシステム

を世界で初めて商用車に実装し、排出

ガス中のNOｘを限りなく少なくするこ

とで、2005年に施行された、当時世

界で最も厳しい排出ガス規制を1年前

倒しでクリアすることができた。これら

の技術を受け継いだGH11をはじめ

とする当社のエンジンは、世界水準の

燃費・環境性能を誇り、２０１０年以降

のクオンやコンドルに搭載されてきた。 

　また、同年から採用されたESCOT-Ⅴ

は、エコノミーE・DモードおよびESCOT

ロールを搭載し、さらに優れた実用燃

費性能をお客様に提供した。

　2013年に発売された新興国向け

大型トラックのクエスターは、高い

耐久性と走行性能を発揮しながら、

8リッターと11リッターの2種類の

エンジン、3種類のトランスミッション

など、お客様のニーズに合わせて最適

なパワートレインの組み合わせを選択

し、燃料代を節約することを可能に

している。

　2017年モデルの新型クオンでは、

さらに省燃費・低排出ガス・高出力の

新型GH11エンジンと、ESCOT-Ⅵ

トランスミッションを開 発した。新

ESCOT-Ⅵは、定評あるESCOT-Ⅴを

基本として、さらなる燃費改善技術

「フォアトラック」などを採用したもの

である。フォアトラックは、GPSを用い

て過去に走行した道路勾配などの状況

を記憶し、次に同一ルートをオートクル

ーズ走行する時に最適なギア選択や車

速調整を行い、お客様の省燃費運転を

サポートするものである。

　新興国向けの中型トラッククロー

ナ―も、燃費性能を重視して新開発の

GH5EエンジンとGH8Eエンジンを搭載

した。4気筒5リッターおよび６気筒８リッ

ターの小型で高性能なエンジンが、こ

のクラスで最高の燃費と積載効率を実

現している。

　2023年に登場したクオンGWトラ

クターでは、圧倒的なパワーでゆとり

ある快適な走りを提供するGH13エン

ジンと、ESCOT-Ⅶトランスミッション

を開発した。

　GH13エンジンは、トルク・出力とも

に低回転域から広い領域において、

圧 倒 的なパワーを発 揮 。最 高 出 力

530PS、最大トルク2,601Nmの

粘り強くパワフルなトルクは、重量物

輸送を難なくこなす快適な走りを実

現した。

　また、GH13エンジン専用にチュー

ニングを施した12段電子制御式オート

マチックトランスミッションESCOT-Ⅶ

を 搭 載 。省 燃 費 運 転 を サ ポ ート

し、2025年度を目標年度とする重量

車の新しい燃費基準も達成している。

　UDトラックスにとって燃費性能は、

伝統とする信頼性と並び、まさしく当

社の核となって受け継がれてきた特徴

なのである。

進化を続けるUDのエンジン
より少ないエネルギーでより遠くへ

　UDトラックスのエンジンの根幹は、

耐久性、信頼性、そして燃費性能であ

る。ディーゼルエンジン ND1型が誕

生した1938年以来、これらを追求す

ることで当社の技術は発展を遂げて

きた。

　1950年代、大量輸送時代へと突入

し、世界的にパワーのあるエンジンが

求められていた。

　トラック用に200馬力級のエンジン

が待ち望まれる中で、1955年に日本

で初めてその水準に達したのが、当社

の社名の由来にもなっているUDエン

ジン（Uniflow scavenging Diesel 

engine）であった。UD6は重量を40

％削減しながら230馬力を実現し、1

馬力あたりの重量が世界で最も軽いエ

ンジンとして高く評価された。大幅な

軽量化を果たしたことによってさらに

荷物が積め、少ない燃料でより長い距

離を走ることができるようになった。 

　馬力の追求は、日本で初めてのター

ボ付直接噴射式ディーゼルエンジン

当社は創業以来、「時世の要求する自動車」を追求してきた。

特に燃費の改善は、UDトラックスの商品力の要であり

技術開発の取り組みは今日まで脈々と受け継がれている。

ND1 UD6 GE13

GH5E

GH8E

（1971年）、世界で初めての無段階制

御式可変ノズルターボ（1990年）、同じ

く世界で初めての4バルブ式中型エン

ジン用のセラミックバルブタペット

（1993年）などの革新的な技術へと

つながっていく。 

　1990年代になると環境規制が一

段と厳しくなった。燃費性能の向上と

排出ガスの低減を実現すると同時に、

エンジンが常に効率よく運転できるよ

うなトランスミッションの改良が進めら

れ、1995年に日本で初めてのトラッ

ク用電子制御式トランスミッション

ESCOT-Ⅱが実用化された。 

　1998年に誕生したGE13エンジン

では、トラック用で世界初のボールベ

アリングターボを採用。燃費性能はさ

らに向上し、当社のエンジンへの評価

をさらに高めることとなった。 

　2004年発売の大型トラックのクオン

では、空力性能に優れたキャビンと

車体、軽量シャーシ、新型超高圧ユニッ

トインジェクターなどにより燃費効率
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単車/トラクター12速
ESCOT-Ⅴ
20102003 2017 2023

単車/トラクター12速 トラクター12速
ESCOT-Ⅵ ESCOT-Ⅶ

されてきた簡単な操作性と安全性がさ

らに強化され、ヒルスタートアシスト、

ESCOTロール、オートクルーズコント

ロールなど、走行性能や燃費性能、安

全性能を最大に高める革新的な機能

が搭載された。

　ギアシフトはコンピュータ制御のコ

ンスタントメッシュ機構により、作動速

度と円滑性がさらに改善され、多くの

積載パターンに合わせて、また燃費の

最適化に向けて、ギア切り替えのプロ

グラミングが改良されている。

　ESCOT-Ⅴは、海外モデルにも搭載

されており、南アフリカ以外にもオセ

アニアと東南アジアに販売網を拡大し

ている。

　2014年のESCOT-Ⅴのアップグ

レードでは、ソフトウェアが改良され、

省燃費走行をアシストするためのエコ

ノミーE・Dモードが改良された。また急

加速を制限し、燃費の良い緩やかな加

速を可能にするアクセラレーションリ

ミッターとソフトクルーズコントロール

機能が追加された。

ESCOT-Ⅱ
　大型トラックのビッグサム・トラク

ターに搭載されたESCOT-Ⅱは、当時

でも一般的でなかったオートマチック

トランスミッションに対して、一歩先を

行く技術と位置づけられていた。

　運転が簡単な、そしてより安全な

大型トラックの操作に的が絞られた

ESCOT-Ⅱは、3ペダルとシフトレバー

で構成される電子制御式トランスミッ

ションである。完全に停止した状態から

の発進時にのみ、クラッチ操作が要求

される。ドライバーによるシフトチェン

ジが必要となるため正確にはオートマ

チックではないが、走行中の面倒なク

ラッチ操作は不要で、シフトレバーの

前後シフトのみである。

　当社の研究開発チームは、クラッチ

によるギア切り替えが必要なESCOT-

Ⅰを開発していたが、クラッチを電子

制御化したESCOT-Ⅱが一連の過酷な

試験に合格し、十分な性能と信頼性が

ESCOT-Ⅵ
　ESCOT-Ⅵは、ESCOTの卓越した

品質を継承しただけでなく、新たな進

化を遂げた。

　シフトレバーを一新、従来のH式から

ストレート式へ。より簡単で使いやすく。

新機能フォアトラックは、GPSを用いて

前方の道路状況を先読みする機能。道

路の勾配に応じて、車速、エンジン回転

数、補助ブレーキなどを自動制御。

　これによりドライバーの負荷やスト

レスを軽減し、経験の浅いドライバー

でも熟練ドライバーと同様に、スムー

ズで卓越した省燃費性能を得ることが

可能になる。さらにエコモードがデフォ

ルト設定されており、いつでも省燃費

運転となるよう配慮されている。

　また泥濘地からの脱出機能も付加

し、クラッチの接続制御の最適化によ

り、車両を前後に揺することで、雪道

／泥濘地からの脱出性が向上した。

認められたため、商品として最初にリ

リースされた。

　ESCOT-Ⅱは、優れた性能をもつ

ESCOTシリーズの先陣を切った。従

来のオートマチックトランスミッション

と異なり、ESCOT搭載車は走行時の

トルコン式ATのような滑りが起こら

ず、ドライバーは車両を完全にコント

ロールすることができる。ESCOTの

特性とされる優れた信頼性と安心感も

得られる。

ESCOT-Ⅲ
　ESCOT-Ⅲは自動変速をさらに進化

させた。クラッチ操作で車両を発進さ

せた後は、オートマチックで、あるい

はシーケンシャルシフターを使ってマ

ニュアルでギアを切り替えることがで

きる。1998年、ESCOTに省燃費と

いう概念が加わり、最も効率的なトル

クの範囲でエンジンを最適に活用する

ためにギア段が追加された。

ESCOT-Ⅶ
　ESCOT-Ⅶは、GH13エンジン専

用にチューニングを施した12段電

子制御式オートマチックトランスミッ

ション。

　ハードウェアとソフトウェアの制御

をさらに進化させ、素早いレスポンス

で省燃費運転を実現している。

　そして、先読み機能のフォアトラッ

クは、高速走行時、登降坂路での省燃

費運転をサポート。

　2025年度を目標年度とする重量

車の新しい燃費基準も達成している。

ESCOT-AT Ⅳ
　ESCOT-AT Ⅳは、初のフルオート

マチック型のトランスミッションであ

る。後退時以外は、クラッチ操作なし

でアイドリング状態から加速できる。

2004年、ESCOT-AT ⅣはESCOT

として初めて日本国外に輸出され、ま

ず南アフリカで販売が開始された。

　2007年、軽積載用のスイッチが改

良された。このモードでは、トラックが

荷物を積載していない、あるいは積載

量が少ない時に省燃費運転するため、

通常よりも早いタイミングでシフト

チェンジが起こるようにプログラミング

される。

ESCOT-Ⅴ
　ESCOT-Ⅴはさらに技術を発展さ

せ、多くのイノベーションが加わった。

完全な2ペダルで、オートマチックに

も、マニュアル操作にも対応する。

　ESCOT-ⅤではESCOTの特性と

ESCOT-Ⅵ

ESCOT
進化の物語

単車7速

ESCOT-Ⅲ
単車12速

ESCOT-Ⅲ
トラクター12速

EA
SY

 / S
AFE

ESCOT Easy Safe Controlled Transmission

ESCOTギアボックスは、最初のバージョンから、大型トラックの運転を簡素化することが目的であった。つまり、ギア

チェンジの煩わしさを取り除き、ドライバーが道路状況にだけ集中して、安全性を確保できるようにすることであった。

おそらく最も分かりやすい日常のメリットは、トータル制御により生まれる運転の楽しさや、渋滞した道路であろうが、

曲がりくねった山岳道路であろうが、あらゆる道路事情で運転が楽になったことである。

199819971995
ESCOT-Ⅱ

ESCOT-Ⅶ

ESCOT-Ⅵ
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日本
1950年代

＊ロゴは当時の社名「民生デイゼル工業」のもの 

UD Museum
トラックは時代のニーズに合わせてその形を進化させてきた。

カタログのデザインにも時代ごとに特徴があり、その時勢をうかがうことができる。

戦後の復興から、新たな経済成長へと進ん
でいた時代。新時代へと進むべく、キー
カラーを効果的に使用し、力強く印象的な
デザイン手法が用いられている。
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高 度 経 済 成 長 に 伴 う ニ ー ズ
の 変 化 でト ラック の 多 様 化 が
進 ん だ 。色 や 背 景 の 使 い 方 な
ど、そ れぞ れに個 性を見ること
が で き る 一 方 で 、輸 送 力 を ア
ピ ー ル す るた め に 車 体 の 長 さ
が強調される構図が採用された。

日本
1960年代
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キャブオーバー型が主流になる
とともに、より乗用車に近い感覚
での運転が可能になった。デザ
インフォーマットの統一が図られ、
写真主体のデザインとなった。 

当社はラインアップを拡充し、名
実ともに総合商用車メーカーに。
大胆な色使いとタイポグラフィ
で、今までにない強いインパクト
を与えることに成功している。  

1970年代

1980年代

海外

海外マーケット向けとして、
悪路や雪道などで活躍する
タフでパワフルなイメージ
が、ドラマチックなタッチで
描かれ活躍している。 

1960年代
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すべては世界中のお客様のビジネスの成功のために、卓越した耐久性、燃費性能、環境性能に加え

比類ない稼働時間を提供すること – それがUDトラックスのお客様への約束。

これは、UDトラックス従業員のプロ意識と情熱

そして信頼し合う姿勢と精神によってのみ達成されるものです。

お客様のビジネスの成功に本気で取り組み、解決策を見いだそうとする決意。

それが現場を重視し尊重する精神です。

この精神をもって世界中のお客様に信頼できるトラックとその一歩先のサービスを提供することで

お客様は自身のビジネスの成長に集中できると考えます。

Chapter 2

UD現場スピリット
生産から販売の最前線で高品質を追求
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UD現場スピリット

い、それらが究極の信頼性をもつこ

とを確信した。 

安達は、この試作トラックを自身で

運転し、必要な情報を直接収集した。

これがUD現場スピリットの先がけで

あり、今日に至るまで生き続けてい

る精神なのだ。

創業者のパイオニア的先例に導か

れ、UDトラックスは、その歴史を通

じて、幾度となく業界をリードしてき

た。日本初の１０トン超ディーゼルト

ラック６TW型の設計、製造および試

験に成功した後、UDトラックスは日

本初の電子制御式トランスミッション

ESCOTを世に輩出し、排出ガス規制

をクリアする革新的な尿素SCRシス

テムを投入した。

その一歩先へ
今日も、UDトラックスの精神であ

るUD現場スピリットは、現場主義の

価値観、知識・技術や情報を共有する

姿勢を促進している。UDの従業員は

日々の仕事において、チームワーク

とオープンなコミュニケーションを最

現場とは
常にお客様の視点に立ち、さまざ

まな現場で価値創造する。現場とは、

場所を問わず、よく聴き、理解し、改

善のための機会を追い求める環境で

ある。

UD現場スピリットとは
UDトラックスでは、「UD現場ス

ピリット」が原動力。プロ意識と情

熱、そして信頼感あふれるUDスピ

リットを、生産や開発、販売の現場

など、お客様がUDブランドに触れ

るすべての現場で発揮する。それが

懸命にソリューションを提供しようと

する従業員の意志である。本質を見

極め、追求する原動力となる場所が

現場なのだ。

UDのDNAに根付く
UD現場スピリットは常にUDトラッ

クスとともにあった。1939年、安達

堅造が最初のディーゼルエンジンと

トラックを用いて、日本国内の過酷な

道路で3,000kmの試験走行を行

も大切にしている。UDトラックスがオ

フィスレイアウトを再考した際にも、

本社機能と開発・技術・営業部門を上

尾工場の敷地内中心部に設けること

を選んだ。これにより、従業員が同じ

敷地内の本社と工場間で日々迅速か

つ効率的にやり取りでき、継続的な

改善も実施しやすくなった。

UDトラックスの従業員は、それぞ

れの現場でお客様をサポートするた

めにたゆまぬ努力を重ねている。生産

現場では効率化を追求し、サービス

の質・効率化を改善するためのUD現

場チャレンジ、また現代の物流業界に

おけるお客様のニーズに応えるべく、

UDエクストラマイルチャレンジも開

催している。アフターサービスにおい

ては、包括的なサービスを提供すべ

く新たなテクノロジーを取り入れてい

る。UDトラックスの創業者が追求した

「時世の要求する自動車」をつくると

いうビジョンは、今日のUDトラックス

の現場でも継承されている。 

ＵＤ現場スピリット



Japan Quon Testimonial

ステアリングが軽いので右左折、切り返しが楽。

Quonお気に入り 
ポイントについて

ＵＤアクティブステアリング搭載車を新たにご購入いただいた 
セーフティオイルトランスポート株式会社埼玉営業所でお話を伺いました。

74 日本・セーフティオイルトランスポート株式会社 75最適な価値を届け続ける

関根 : 納車されてすぐにタンクローリーを連結して

試運転してみました。まず驚いたのが、ステアリン

グが軽いこと。今までの感覚とぜんぜん違いますね。

すごく軽くてめちゃめちゃ楽。街中を走っていても

右左折がほんとに楽です。トレーラーってステアリ

ングを回す回数が多いので、その負担がすごく軽減

されるなと思いました。

菅谷 : 狭いところでの切り返しとかほんとに楽です

ね。敷地が狭くて荷下ろしに苦労するSSもあるので。

ステアリングが軽いので右左折、切り返しが楽。 高速ではピタッと安定。 横風にもふらつかない。

ESCOT-VIはギアチェンジがクイック。

菅谷 : 当社では、制限速度は厳守、回転数は

1,500rpm以下とマニュアルで決まっています。

関根 : ESCOT-VI は、ギアチェンジもクイック。

何も考えずに踏んでいっても理想のタイミング

でさくさく変わってくれるので初心者でも気にせ

ず走れますね。その上もたつくことがまったくな

い。

菅谷 : もたつきがないから、ほんとにストレスが

ないですね。

LDPで長距離運行の負担も軽減。

菅谷 : 今回、LDP（車線逸脱抑制機能）がつい

たのも嬉しいですね。長距離運行をするときも

あるので、どうしても集中力を維持するのが難

しいときもある。そういうときは、本当に助かり

ますね。

大型トラックのイメージが変わる。

関根 : これなら初めてトラック

乗りますという人も「大型トラ

ックってこんなに快適なんだ」

と思ってもらえると思います。

菅谷 : 今は運転ができればそ

れでいいという時代ではあり

ません。安心安全な輸送が求

められます。

関根 : ドライバーの負担やス

トレスが減ることで、僕らは

安心安全に荷物を届けること

にこだわり、荷主様からの信

頼につなげていきたいと思っ

ています。

関根 : 低速ではステアリン

グが軽いのですが、高速道

路に乗ってみたら、70km/

h を超えたあたりでステア

リング がピタッと 安 定し

て、こんどは動かそうとし

ても動かないくらい。わだ

ちでステアリングがもって

いかれるようなこともない。

これはすごく感動しました。

菅谷 : トレーラーで何が一番疲れるかって、長時間高速道路

を走行している間は常にステアリングを修正しながら走って

るわけです。わだちにとられたら修正、風に煽られたら修正。

関根 : 右車線から大型車が追い越してくると、横風がブワッ

ときてステアリングを左にもっていかれるんですけど、それが

まったくない。これは驚きですね。

菅谷 : 長距離運行でも、そうとうな運転疲労軽減につながる

と思います。もう今まで乗ったトラックの中で過去イチです。

セーフティオイルトランスポート株式会社
埼玉営業所 所長
菅谷 光哉 様

セーフティオイルトランスポート株式会社
営業課 課長
関根 哲 様
牽引ドライバー歴7年



ニャティ・クロスボーダー社が
語る新型クエスター
南アフリカ共和国やその近隣諸国において過去20年間長距離輸送の業務に携わってきた 

ニャティ・クロスボーダー社（Nyati Cross Border）は、自社のトラックに新型クエスターを 

採用しています。同社のフリーデル・カースタイン氏、ダニー・グローンワルド氏、 

ジョン・チャンバ氏は、いかに運転効率が向上したかを語っています。

フリーデル・カースタイン氏：
私たちの業務は、ザンビアやコ

ンゴといった国に越境して、硝酸

アンモニウムなど、主に鉱山で使用

される爆薬の材料を輸送しています。

子供の頃から自分の車両を所有することは夢

でした。学生時代は法律を専攻していました

が、情熱を捨てきれず、卒業するとすぐに輸送

業界に足を踏み入れました。

トラックを購入する際に求めるものとして、信

頼性が高く（アフリカにおいて耐久力を発揮

できるほどの強靭な車両）、コスト競争力があ

り、バックアップサービスを提供できるブラン

ドのものでなければなりません。新型クエス

ターは、まさに私たちが求めていたパッケージ

を提供しています。信頼性に優れ、そして運転

席にはドライバー向けに少し広めにスペースが

設けられています。これは、長期間・長時間に

わたって運転に関わるドライバーにとって重要

です。

フリーデル・カースタイン氏
ニャティ・クロスボーダー社 
共同所有者兼 
マネージングディレクター

ダニー・グローンワルド氏： 
燃費はコストを考慮する上でと

ても重要なファクターです。ま

た、正確な車両情報を取得する

ことは私たちの課題のひとつです

が、その点でＵＤテレマティクスは本

当に役に立っています。トラックがアフリカ

のどこにいても、車両位置をオンラインで確認する

ことができ、その時点での燃費やドライバーの行動

を正しく把握することができ、私たちの輸送業務に

大きな影響をもたらしています。

フリーデル・カースタイン氏：ESCOTは、間違い

なく私たちにとってなくてはならない存在です。ド

ライバーはなるべくエンジンの回転数を低くおさ

えて走行していますが、ESCOTのおかげで、メン

テナンスの手間が大幅に抑えられ、燃費が格段に

向上し、ドライバーの快適性が高まることで疲労

が軽減されます。

ジョン・チャンバ氏：私はこの

会社に8年間勤めています。こ

の新型クエスターのトラック

をとても気に入っています。

車内のスペースは広く、腕を置くこ

ともできます。とても開放感があり、運

転もしやすいので、私のお気に入りです！

ジョン・チャンバ氏
ニャティ・クロスボーダー社 
新型クエスターのドライバー

フリーデル・カースタイン氏：ＵＤは、日本ブラン

ドという点も影響していると思いますが、彼らは自

分たちの仕事にとても熱心に取り組み、ユーザー

の声に耳を傾け、ユーザーが必要としているものを

生み出したいと思っている印象があります。私たち

を単なる顧客としてではなく、彼らは私たちのとこ

ろに訪れて、私たちが必要としているものを見出し

て、それを持ち帰り、私たちの独特なマーケットに

おいて必要なものを提供しているのです。これが私

にとってＵＤの非常に重要なポイントです。

ダニー・グローンワルド氏
ニャティ・クロスボーダー社 

オペレーション・マネージャー

76 南アフリカ・ニャティ・クロスボーダー社 お客様に貢献する

夢と情熱を捨てきれ
ず、輸送業界に足を
踏み入れました。
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実地でのUD現場スピリット

うことです。単なる車両整備だけでな

く、専門家としてお客様が気づかな

いことも積極的に提案するように努

めています」と、あるサービススタッ

フは語る。    

お客様の要望を理解して、整備内

容を明確に伝え、完了報告を行うの

は当然のことである。その上で、例

えば、依頼された修理箇所以外も自

主点検し、クラッチの滑り、クラッチ

オイルやブレーキ液の残量が少ない

といった問題が見つかれば整備を提

案する。さらに、お客様が行う日々の

点検では気づきにくいことも、専門家

としてアドバイスする。

「それにより、路上故障を未然に防

ぐことができ、ドライバーに安心して

運行していただくことができます」    

このようにお客様の安全・安心を確

保するため、車両整備は複数体制で

チェックを行うことで作業ミスの防止

を図っている。また、スタッフ全員参

加による改善に力を入れており、P

（計画）・D（実行）・C（評価）・A（改善）の

サイクルを回して、作業内容の改善

やお客様サービスの向上に取り組ん

でいる。  

「例えば工具を整理・整頓するだけ

で整備時間のロスを減らし、作業ミ

スの防止につながります。お客様から

お預かりしている車両をできるだけ

早く稼働できる状態にすることが、お

客様の満足につながります。私たちに

とってお客様から車両整備のリピート

オーダーが入ることが一番うれしい

ですね」

当社のサービススタッフは、今日も

世界の最前線で、お客様の満足を

テーマに活動を続けている。

お客様の満足と稼働率
の最大化を最優先にす
るカスタマーサービス
すべては、お客様のビジネスの成功に向けて 

である。いわば車両のカルテであり、

このデータにより短時間かつ正確な

サービスを行うことができる。お客様

の車両は常に稼働しており、出先で

緊急の整備が必要になることもある。

当社は、すべてのサービス拠点を

ネットワークで結び、お客様の車両整

備履歴データを共有することで、ど

の拠点においても車両の状態を正確

に把握した上で、迅速・的確なサポー

トを行うことができる。 

もちろん、そうしたサポートを可能

にしているのは、すべての拠点がハイ

充実したサポート体制
当社は、お客様の車両の安全運行

と輸送業務向上につながるサービス

環境を整え、日常の点検から緊急時

の対応までフルサポートしている。  

その中で特に当社が重視している

のはお客様との緊密なコミュニケー

ションである。お客様の業務内容を

理解し、輸送業務における課題をお

客様とともに考え、必要なアドバイ

スを行うことが、お客様からの信頼

につながる。 

その基盤が、車両整備履歴データ

レベルなサービス体制を確立し、高

度な技術と経験をもつメカニックを揃

えているからであり、それが当社の大

きなアドバンテージとなっている。

 

お客様の満足を第一に考える
各サービス拠点では、営業、部品、

整備などのスタッフがチームワークを

発揮して、お客様の車両の稼働状況

や運行における課題などをきめ細か

く把握することに努めている。

「常に考えているのは、どうしたら

お客様に満足していただけるかとい

7978 カスタマーサービス



稼働時間と燃費効率を最大限に高める技術 

クローナーおよびクエスターで利

用可能なUDテレマティクスサービ

ス、新型クオンシリーズで提供される

U D インフォメーションサ ービス

（UDIS）では、今日のお客様の成功に

必要なアフターサービスを提供するこ

とが目的とされている。 

これらのサービスは、トラックに適

合した遠隔管理システムにより提供さ

れている。この高機能遠隔操作システ

ムによって、お客様はトラックの稼働

時間と燃費効率を最大限に高めること

ができる。UDテレマティクスサービス

およびUDISでは、お客様の要望に応

じて省燃費レポートを提供している。

これらのシステムを活用すること

で、トラックが走行中でもリアルタイ

ムに情報の送受信を行える。また、

UDトラックスが、故障サポート、予防

整 備 分 析 、お よ び 点 検 整 備 ス ケ

ジュールなど、さまざまなサービスで

お客様をサポートすることができる。

さらに、省燃費レポートからフィード

バックを受けることで、ドライバーへ

省燃費運転のアドバイスをすることも

可能である。

UDテレマティクスサービスおよび

UDISは、燃料消費を低減し、稼働時

間を最大限に高めるためのUDの不

断の努力の成果である。

常に皆様とともに

エクストラマイルサポートは、市場やモデルに応じたサービス内容が提供されます。詳細は、お近くのUDトラックス認定ディーラーにお問い合わせください。

リアルタイムの搭載型「燃費コーチ」  
ドライバーのスキルが燃費性能に大きく関わってくる。しかし、省燃費走行を行うドラ

イバーになるまで訓練するには多大な時間が必要となる。世界中でドライバーが不足し

ている昨今、ドライバートレーニングを促進し、トラックの運転業務をこなしながら運転

スキルを継続的に高められるようにするための解決策を得ることが急務となっている。

この問題に対する答えは、クエスターおよびクローナーですでに利用されている

フューエルコーチングシステムが提供する。新型クオンシリーズにも、燃費コーチと呼

ばれる同様の機能が備わっている。これらのシステムは共に、まさに運転コーチが同乗

しているかのようにリアルタイムに省燃費運転サポートをドライバーに提供する。マル

チディスプレイの表示によって、アクセルを踏むタイミング、緩めるタイミング、あるい

はシフトチェンジを行うタイミングが分かるため、この表示に従うだけで、ドライバーは

最適な省燃費走行を素早く行え、燃料消費を節約することができる。

UDドライバー
トレーニング

UDエクストラマイルサポー

トにはドライバートレーニング

プログラムも含まれており、ド

ライバー能力の向上をサポー

トしている。このプログラムで

は、お客様に合わせた機能説

明と操作方法、燃費・安全運

転、さらに、積み荷の保護を

網羅している。 

UDインフォメーションサービス

燃費性能を最大限に高めるためのドライバーサポート 

路上でサポートを受けたい場合

は、UDロードサポートを電話で呼び

出すだけ。コールセンターがトラック

の場所とコンディションを確認次第、

最寄りのサービスカーと技術者が現

場に赴き、できるだけ迅速にお客様

を解決へと導く。 

快適な走行には予防整備が不可欠

である。利便性と稼働時間を高めるた

め、海外の遠隔地ではUD専用の

サービスバンを利用することもある。

お客様は、利用したいサービスと、

サービスを受けたい日時と場所を選

び、UDトラックスに予約することが

できる。

稼働時間と燃費を 
最大限に高める
エクストラマイルサポート

UD-TRUST

UDトラックスでは、お客様のトラックが常にベストコンディションで走行できるよう、最適なメンテナンスや

サービスソリューションを提供することを心がけている。お客様が安心してビジネスに集中できるよう、

包括的なアフターサポートを通じて、確かな品質と価値を届けている。

稼働率を最大化
お客様の車両の稼働率の最大化に

向けて一層の努力を果たすために提

供されるのが、「UD純正整備」と

「UD純正部品」である。UD純正整備

は、最新のツールや診断装置を備え

るUD認定ディーラーが高品質なUD

純正部品を用いて実施する。部品の

在庫に対する投資や努力において、

我々は他の追随を許さない。UD純正

整備を採用しているお客様は、予期

せぬアクシデントを防ぐとともに、稼

働時間を増やすことができるため、大

切な資産を守ることにつながる。徹底

的なトレーニングプログラムを通じて

最新の技術を身につけたUDトラック

スのサービススタッフは、お客様の

車両の状態を把握し、最適な整備を

提供する。 

トラックのライフサイクル全般の収益性を向上 
UD-TRUSTは包括的なメンテナン

ス契約で、お客様がライフサイクル

全般においてトラックを最適な状態に

維持し、トラックにかかるトータルコス

トを効率よく低減するためのサポート

が行えるように設計されている。 

すべてのサービスプランは、お客

様のビジネスモデルに応じて特別に

カスタマイズされており、お客様の稼

働状況や車両内容に基づいている

上、月額定額制であるため、お客様は

資金の有効活用を図ることができる。

UDトラックスは、定期点検が重要

であると考えている。この点検によっ

て、大きな問題の発生を事前に回避

できるのみならず、点検ではUD純

正整備の専門知識が活かされ、UD

純正部品の品質が保証されている。 

コストが厳しく管理されており、か

つ、事前に定められ最適化された点

検整備スケジュールで整備されてい

るため、お客様は安心してコスト管理

を行うことができる。

定期点検

UD-TRUSTパッケージはお客様に応じてカスタマイズされており、以下の5つのサービスが組み
合わさっている。

油脂液類の
定期交換

定期交換部品の
交換

一般整備駆動系の整備

80 81実地でのUD現場スピリットエクストラマイルサポート



ESCOT-Ⅵ

空力特性を追求したキャビン
キャビンの形状も燃費に直結する

だけに、当社では、CAEによる徹底し

た解析とともに、試作モデルの風洞

実験を重ねることで理想的なフォルム

を追求し、国内ではクラストップレベ

ルの空力特性を確保している。 

その結晶が、2004年に誕生した

クオンのキャビンである。コーナーの

曲率を大きくしながら前絞りの形状に

することで、スムーズな風の流れを

実現した。さらに、サイドパネルのリ

アが張り出した形状とすることで荷台

への風の流れを整え、空力特性に優

れたエアロバンパーなどの採用によ

り、前面から来る風を上下左右に滑ら

かに流すことで、広い居室空間を確

保しつつ、当社比で空気抵抗を約

13％低減した。 

キャビンデザインは、新型クオン、

コンドルで一層洗練・進化し、空力特

性を向上させている。 

当社は、「Going the Extra Mile 

その一歩先へ」をテーマに、こうした

多様な燃費性能向上技術を基盤とし

て、ボルボ・グループが蓄積してきた

先進技術との融合を積極的に図るこ

とで、より燃費性能に優れた新型ト

ラックの開発に力を注いでいる。

新型クオン、クローナー、および

クエスターでは、乱流を抑えるため

のキャビン周りで制御されたエアー

フローとセーフィスコンセプトを組

み合わせることで、この新たな技術

のメリットが活かされている。

燃費向上を実現した
パワートレイン

当社にとって、燃費性能と環境性

能の向上は、同時に達成すべき目標

である。

当社が、2005年までに新長期排

出ガス規制をクリアするエンジンの

開発に取り組んだのは、燃焼効率の

向上を図ることで燃費性能を高めつ

つ、PMを低減するためであった。

2010年にモデルチェンジしたクオ

ンシリーズに搭載したGHエンジンシ

リーズは、ユニットインジェクターによ

る高圧噴射と高過給ターボを採用し

た結果、当社の従来エンジンに比べ

て10％の軽量化を実現するととも

に、最大410馬力を生み出し、燃費

性能を向上させることができた。UD

のエンジニアは、2014年からエンジ

ンを進化させ続け、2017年には新

たな段階に突入し、世界最高レベル

の厳しさである日本の新しい排出ガ

ス規制（PPNLT）をクリアしている。

GH11エンジンは大幅な変更が実

施され、例えば、高度に洗練されたコ

ンピュータ制御の高圧噴射や新しい燃

焼室を採用し、ほぼ完全な燃焼を実現

している。その結果、燃料消費および

排出ガスが低く抑えられながらも、エ

ンジンの出力とトルクが向上している。 

2011年にフルモデルチェンジし

たコンドルにおいても、最大2,000

燃費の最適化に向けた
　「その一歩先」への努力

気圧の新コモンレールを採用した

GH5、GH7エンジンは、パワフルな

トルク特性と高い燃費特性を両立

し、環境性能も大きく向上した。

エンジンパワーを駆動機構に伝える

トランスミッションにおいても、当社が

開発した電子制御式トランスミッション

「ESCOT」が燃費向上に貢献してい

る。ESCOTは、変速精度を高めるだ

けでなく、リバース時にはブレーキと

アクセル操作で速度コントロールが容

易にできる。さらに、低いエンジン回

転数で走行することで省燃費運転を

サポートするエコモードや、惰性走行

時の車速の低下を抑えることで再加

速 時 の 燃 料 消 費 低 減につ なげる

ESCOTロールなど、実走行時の燃費

向上を幅広くアシストしている。 

新型クオンはESCOT-Ⅵを中心に

数多くの画期的機能を提供している。

その中のフォアトラック機能では、過

去に走行した履歴のある道路を認識

し、登り下りの傾斜など、前方道路を

予測して最も効率の良いギアとエン

ジントルクを選択できるようになって

いる。 

フォアト ラック や そ の ほ か の

ESCOT-Ⅵの機能によって、燃料消

費を抑えることが可能で、経験の浅い

ドライバーでも省燃費運転ができる

熟練ドライバーにステップアップする

ことができる。
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Braking

Warning

Warning

Camera Radar

トラフィックアイブレーキ

ショナー付きシートベルトなどを装

備して、万が一の衝突安全性を高め

ている。 

さらに、1997年にモデルチェンジ

したビッグサム以来、日本市場向けの

モデルにSRSエアバッグを装備し、

2004年には、クオンシリーズにト

ラックでは世界で初めて運転席SRS

ニーエアバッグを装備した。 

また、前方からの乗用車との衝突

の際、乗用車がトラックの下に潜り込

むことを抑制するFUPD（フロント ア

ンダーライン プロテクションデバイ

ス）を装備するなど、乗用者乗員への

被害軽減にも配慮している。 

快適性・操作性の向上 

快適性や操作性の追求も、安全運

転に結び付く。 

当社は、設計開発者がお客様の車

に同乗させていただく同乗調査を通じ

て、実際の運転状況を確認し、ドライ

バーから意見をうかがい、設計開発

にフィードバックしている。これが、長

距離運行における快適性と安全性を

高める巧みな方法という概念をもた

らした。

例えば、さまざまな運転姿勢を想

定した上で良好な視界を確保、人間

工学に基づくコックピット設計による

操作性向上、さらに、運転席の乗り心

地向上だけでなく、助手席やシート

バックを多面的に活用できるマルチ

アシストシートを開発した。 

運転環境の人間工学には、特別な

注意が払われてきた。すべてのUDの

トラックでは、明瞭かつ直感的に分か

りやすいレイアウトのダッシュボード

となっている。このレイアウト設計

は、さまざまな探求を重ねた研究と

経験の成果である。

GH11エンジンとESCOTにより

生まれる卓越した運転性能も、安全

性における重要な要素である。これら

により、ストレスのない運転が行え、

ドライバーの疲労が軽減され、その

結果、ドライバーは道路状況に意識

をより集中させることができる。ドラ

イバーの立場から、長距離を快適か

つ安全に走行できるさまざまな工夫

を行っているのだ。

パッシブセーフティ 

万が一の事故の際に、人への被害

を最小限に抑えるのがパッシブセー

フティである。 

当社は、CAEによる衝突シミュレー

ションと、過酷な衝突実験などを通じ

て、初代クオンから衝突安全性を追

求したセイフィス キャビンを開発、

採用した。これは高剛性キャビンを基

本にサイドドアビーム、衝撃吸収タイ

プのステアリングホイール、プリテン

※ 各種機能・機構の詳細は、取扱説明書を
ご覧いただくか、お近くのUDトラック
ス認定ディーラーにお問い合わせくだ
さい。

アクティブセーフティ
当社は、創立以来、安全性の確保

を最優先に考えてきた。その基本は、

アクティブセーフティ、パッシブセー

フティである。 

アクティブセーフティとは、事故を

予防し、ドライバーの安全はもとよ

り、荷物を安全に届けるための取り組

みである。 

当社では、車両の横滑りや横転を

防止するために、UDSC（スタビリ

ティコントロール）を日本市場向けに

オプションとして提供している。各種

センサーの情報から車両が不安定な

状態にあると判断した場合、ドライ

バーに警告すると同時に、エンジン

出力やブレーキを電子制御して車両

姿勢の安定を図る。 

安全性と快適性を求めて 
ESCOT-ⅤおよびESCOT-Ⅵ搭載

車には、EBS（エレクトロニック ブ

レーキ システム）を装備し、制動距離

の短縮やブレーキフィーリングの向

上を実現している。さらに、ABS（ア

ンチロックブレーキシステム）は、雨

天時や雪道など滑りやすい路面での

急ブレーキにおいて、タイヤロックを

起こりにくくして安全運転をサポート

している。また、ASR（アンチスリップ 

レギュレーション）は、路面状況に応

じて、コンピュータが駆動力を最適に

制御することで、スリップを防ぎ、操

縦性を高めている。2017年、すべ

ての新型クオンシリーズにディスクブ

レーキが標準装備された。ブレーキブ

レンディングなど、先進のブレーキシ

ステムが組み合わさり、より制動力が

高く、より正確で、より耐久性が高い

ながらも、メンテナンス頻度が少なく

て済むため、安全性と稼働時間を同

時に確保することができる。 

当社は、1989年に世界で初めて

追突防止警報装置「トラフィックアイ」

を実用化している。

新型クオンでは、ミリ波レーダーと

カメラで前方車両との距離を測定し、

設定車間距離より近づくと、ウォーニ

ングランプと警報音でドライバーに注

意を促す。それでも衝突が避けられな

いと判断すると、自動ブレーキを作動

させて被害を軽減する。 

このように、あらゆる運転状況を検

証し、安全運転につながるさまざまな

システムを開発・搭載している。 
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PD6

※排出ガス再循環

超高圧燃料噴射 尿素SCR触媒

大型EGR
システム※

UDPC

燃焼技術 後処理技術

• PM低減
• 燃料消費低減

• NOx低減

• NOx低減 • PM低減

UDトラックスの 
尿素SCRシステム

た。このサミットを受けて世界各国で

排出ガス規制が強化される中、日本

では、２００５年１０月以降に発売され

るディーゼル車を対象として、当時、

世界で最も厳しい新長期排出ガス規

制が定められた。 

NOxとPMはトレードオフの関係に

あり、高圧・高温燃焼によりPMを減ら

すとNOxが増加し、逆にNOxを低減

しようとするとPMが増えるという難

しい問題がある。従ってその時まで

は、エンジンの燃焼温度を抑えて

NOxを減らし、増加したPMはフィル

ターや酸化触媒で除去するのが一般

的な対応手法と考えられていた。しか

し、この方法では新長期排出ガス規制

をクリアするのは困難で、燃費も大き

く悪化してしまう。そこで、まったく新

しいブレークスルーが必要になった。

トラックで世界初
尿素SCRシステムの誕生

当社は、従来とは逆の発想で、

高圧・高温燃焼によりエンジン性能を

落とすことなくPMを低減し、その結

果生じるNOxは高性能触媒により除

去する新しい排出ガス浄化システム

に取り組んだ。燃焼効率を高める超高

圧燃料噴射（2,400bar）の開発によ

り、PMの大幅な削減に成功したもの

の、逆に増加したNOｘを大幅に除去

することが必要となっていた。

研究チームが注目したのは、火力

発電所の排気脱硝装置に使用されて

いる尿素選択還元触媒（尿素SCR）

だった。2年間に及ぶ詳細な研究と評

価を経て、このタイプの触媒がNOx

除去に効果的であることをチームが

突き止めた。次なる課題は、発電所な

どでのみ稼働させていた巨大な装置

を、小型化して自動車に搭載すること

であった。一番の問題は、急激な温度

の変化や振動などの車両走行条件に

対して、システムが耐えられるかどう

かの見極めである。 

新たな規制が施行されるまで、ほ

とんど時間が残されていない中、研

究チームは課題を解決し、世界初の

尿素SCRシステムが誕生した。

その後、試作システムを用いた試

験によって、交通渋滞などさまざまな

状況でも安定した性能を発揮するこ

とを実証していった。これを受けて当

社は、2003年から商品化に向けた

開発を加速させた。

また、尿素SCRシステムに必要な

尿素水（AdBlue）の供給ネットワーク

も構築され、全国に約1,300の供給

拠点を設けることができた。

東京モーターショーでのデビュー
トラック用として世界初の尿素SCR

システム「FLENDS（Final Low 

Emission New Diesel System）」

がクオンに搭載され、2004年の東京

モーターショーでデビューを果たした。

業界では、期限までに新長期排出ガ

ス規制をクリアするのは無理だという

悲観的な声もあがっていたので、当

社が実施1年以上前にクリアしたこと

に対して、大きな驚きと賞賛の声があ

がった。その後、当社はFLENDSのさ

らなる性能向上を図り、またコンドル

シリーズへも導入した。2009年およ

び2017年からの排出ガス規制に対

しても本システムで対応している。

現在、尿素SCRシステムは、国内

トラックメーカーを含む世界中の自

動車メーカーで主流となり、排出ガ

ス浄化技術における世界標準にな 

っている。

低公害エンジンと世界初の
尿素SCRシステムの開発
40年以上にわたり進化してきた
環境技術

1960年代、世界の都市で自動車

から排出される物質による大気汚染

が社会問題となり、排出ガス規制が

実施されるようになった。日本でも、

1966年にガソリンエンジン車を対

象に最初の排出ガス規制が施行さ

れ、1974年にはディーゼル車に対

する規制も行われることになった。そ

の内容は、特にNOx（窒素酸化物）を

大幅に削減する厳しいものだった。

当社は、1960年代後半から、燃

費性能や将来の排出ガス規制対応性

に優れた新型4サイクルエンジンの

開発を目指した。そして、1969年、

直接噴射式4サイクルエンジンPD6

型の開発に成功した。 

規制を見据えたより一層の努力
その後も、ディーゼル車の排出ガス

規制は段階的に厳しくなっていった

が、当社は、高圧燃料噴射システム、

燃焼効率の高い燃焼室、電子ガバナ

の採用などにより、低公害かつ燃費

性能に優れた高性能エンジンを開発

し、また近年では排出ガス浄化シス

テムとの組み合わせで、NOx、PM

（粒子状物質）を大幅に削減して排出

ガス規制をクリアしてきた。

NOxおよびPM
難しいバランス取り

1992年にブラジル・リオデジャネ

イロで地球サミットが開かれ、地球環

境保全が世界的な重要課題となっ

86 87実地でのUD現場スピリット環境技術



塗装工程

特に、当社が誇るのがUD純正カス

タムペイントである。当社が国内ト

ラックメーカーで最初に導入したシス

テムで、お客様の注文に従って1台

1台焼き付け塗装を行っている。車体

の組み立て前に5層に及ぶ高品位な

塗装を行うため、ドアの内側など隅々

まで品質の高い塗装が行える。カラー

リングは計測器と目視で厳密に管理

しており、以前に納入した車両とまっ

たく同じ色を再現できることもお客様

から高く評価されている。

製造工程全体を通して、細部まで

こだわった生産管理を行うことで、高

い車両品質を確保している。そして、多

くのお客様にご満足いただける、信頼

性の高い製品を提供している。 

UDトラックスバンコク工場 
タイのバンコク工場は、ボルボ・トラックとUDトラッ

クスの両方の車両を組み立てるハブ工場として機能し

ている。この工場は1970年代に立ち上げられ、ボルボ

社の乗用車とトラックを生産していた。工場のトラック

製造部門は、ノックダウン工場から、世界レベル品質の

製品を提供する工場に大きく生まれ変わった。2013

年、新たな本格的完成車工場が開設され、クエスター

の生産が始まった。熟練のエンジニアと組み立てライン

作業者がUDプロジェクトに加わり、アジアにおけるUD

トラックスの生産拠点として強化されていった。また、

上尾工場とバンコク工場との間で人材交流を行い、UD

トラックスの製造哲学が十分に実装されることとなっ

た。品質をさらに確固たるものとするため、UD製品用

の新たな試験ラインにも大規模な投資が行われた。

バンコク工場は進化し続け、現地での統合を増やし、

クローナーの生産準備に入った。セミオートマチックのホ

ワイトボディ組み立てラインを設置し、レーザー切断技

術も導入された。バンコク工場では環境問題に重きが置

かれ、製造工程の各ステップで実践された。主な例とし

て、200°Cを超える高温焼き付け塗装を、100°C以下

の低温工程に移行させたことが挙げられる。これによっ

て、エネルギーの節約と大気汚染の削減が実現された。

バンコク工場は、ボルボ・グループの中で、こういった改

善を適用した初の工場としての誇りをもっている。

日本および東南アジアにおける
UDトラックスの工場
UDトラックスでは、最新の生産技術と生産システムを組み入れながら、長年にわたり継続的な改善を図ることで

高品質な製品を一貫して生産している。UDトラックスにおける生産はアジアを拠点としており

日本では、上尾工場が主要工場となっている。2013年、お客様の要求に応えるべく

UDトラックスはバンコクに初の海外工場を設けた。 

1962年に設立された上尾工場

では、1997年に国内の大型トラッ

ク工場で初めて品質マネジメントの

ISO9002を取得し、1999年には

環境マネジメントのISO14001を取

得している。  

お客様に合わせて生産される
大型トラック

生産車両は、フレームだけで100

種類、キャビンのタイプが1,000通

り 、取 り 付 け 部 品 は 1 車 両 当 り

6,300点に及ぶ。さらに、お客様の

希望に応じて塗装するカラーリング

は3,900色にのぼる。上尾工場は、

コンピュータによって管理されたフレ

キシブル生産システムを構築し、車両

ごとに異なる部品キットを生産ライン

に自動搬送し、高性能な産業ロボット

も導入して効率的かつ信頼性の高い

生産を行っている。

車両組み立てライン
車両生産は、裏返した状態のフ

レームの投入に始まる。最初にアクス

ルなど足回り部品や下面部品を装着

する。その後フレームを反転し、エン

ジン組み立てラインで製造されたパ

ワートレインを搭載する。車軸および

パワートレインは、厳格な点検を経た

UDトラックス上尾工場
後、フレームに組み込まれる。 

続いて、キャビンが載せられ、多数

の操作系・艤装部品が装着される。次

にタイヤが装着されてラインオフと

なり、製品は検査工程に向かう。組み

立て工程全般における品質保証シス

テムによって、UD品質基準が確保さ

れる。 

高品位な純正焼き付け塗装
キャビンの生産ラインでは、高精

度の自動溶接ロボットなどを導入し、

1,900カ所に及ぶスポット溶接を精

密かつ効率よく行うことで、剛性の高

いキャビンを製造している。
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エンジンを積載してライン上を
ゆっくり移動するAGV（黄色い
台車）。組み立て作業をしやすい
角度にエンジンを回転させ、作
業効率を向上させるとともに、
作業者への人間工学的効果を
十分に考慮している。例えば、作
業者が部品の組み立て時に、し
ゃがんだり、腰を曲げたりといっ
た動作をしないで済むように配
慮されている。

一歩先の生産システムを目指して
上尾工場の生産システムは、ボル

ボ・グループが確立した世界標準の

VPSとUDトラックスの生産技術の融

合により、世界最先端の生産システ

ムとなっている。

「世界のどこで生産してもUDト

ラックスの品質、耐久性は変わらな

い」という世界品質の確立に力を注い

でいく方針である。 

そこには、世界各国での生産で豊

富な実績をもつボルボ・グループが蓄

いく。その際、重量のあるエンジン本

体を上下、回転させたりすることで作

業性を高めるAGV（オートメーテッド・

ガイド・ビークル）が活躍する。

 

積してきた経験・ノウハウが大きな役

割を果たすことになる。日本で育んで

きた高い品質力とボルボ・グループ

の生産技術の融合を通じて、次なる時

代の先進的生産システムを構築する

ことで、ボルボ・グループのベンチ

マークを目指している。

クリーンな環境で生産される
低公害エンジン
最先端のエンジン生産ライン

当社では、世界品質のエンジンを

生産するため、2010年に新エンジン

生産ラインを稼働させた。年産4万基

の能力をもつ新エンジン生産ライン

は、ボルボ・グループにおける世界共

通の最新生産システム（VPS）をベー

スに、UDトラックス伝統のジャストイ

ンタイムを目指した生産プロセスや

長年のカイゼン活動で定着させてき

たシステムが融合している。その自動

化率は40％に達している。

クリーンな作業環境
新エンジン生産ラインは、防火壁

やシャッターで密閉した上で、内部の

気圧を外部より少し高くすることでチ

リや埃の浸入を防ぎ、温度や湿度まで

精密に制御することで、クリーンな環

境を確保している。

また、電動式のボルト締めを採用

することで正確な締め付けができる

とともに、従来の空気圧式ボルト締

めに比べて騒音が小さく良好な作

業環境を実現している。  

新エンジン生産ラインは、ベーシッ

クラインとファイナルラインで構成さ

れている。

ベーシックラインでは、組み立てロ

ボットを積極的に活用し、シリンダー

ブロックにクランクシャフトやピスト

ン、コンロッドなどのエンジン内装部

品を組み込み、シリンダーヘッドには

動弁系や噴射系の機能部品の取り付

けを行っている。  

ファイナルラインでは、エンジンの

完成に向けて外装部品を取り付けて
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通常使用で遭遇する条件よりも厳し

い、最も過酷な条件でトラックを試験

することができる。UDエンジニア

は、中東の砂漠、アンデス山脈の高

地やスカンジナビア半島の極寒条件

など、起伏の激しい道や極端な気候

条件の下で、百万キロメートル以上

もの走行を行い、劣化や脆弱性に関

する知識を蓄積する。これらの試験か

らのフィードバックは、エンジニアに

とって極めて重要であり、あらゆる

欠点が解消されるまで試験が継続さ

れる。新型トラックが耐久性が高く、

UDトラックスの名に恥じないものと

なって初めて、この過酷な試験工程

が終了する。

海外市場でのお客様による確認
UDでは、日々の通常運転および定

期的なお客様への訪問でデータ収集

を行い、初期生産されたトラックを

クロスモニタリングすることで、新

型モデルが期待通りに稼働すること

を確認している。これらの確認プロセ

スは極めて重要で、万一問題が発見

されれば最優先で対応される。このよ

うにお客様からのフィードバックを得

て、さまざまな検証を行い、常に進化

を続ける。

エンジンテストベンチでは、排出ガス低減、
燃費性能向上、品質向上などをテーマに、
次世代エンジンの実験を行っている。 

アグシアグループは、中東の主要な食品飲料
企業で、クローナーの試験を猛暑下で行って
いる。

南アフリカのVital Distribution Solution
社でも、クローナーの試験を行っている。約
500台の車両を保有し、南アフリカ全土への
供給のみならず、国境を越えての供給も行っ
ている。

新型クオンシリーズのキャビンおよびシャー
シの耐久性試験は、極めて過酷な路面を正確
にシミュレーションすることで実施される。

新型クオンシリーズの、凍結路面でのブレー
キ試験。

新型クオンシリーズの、雪道や凍結路面で
の性能試験。

UDトラックスは、主に2つのテスト

コースを使用しており、1つは、上尾

工場の中にある。ここでは、主に研究

開発中のエンジンなどの駆動装置およ

びシャーシ部品、開発試作車のテスト

が行われている。工場にはシャーシダ

イナモメーターやEMC試験施設

（EMC：電磁両立性）を備えており、開

発と実用試験が一体となって進められ

社会・産業の物流機能を担うトラックは、常に安全で安定した輸送を果たさなければならない。 

UDトラックスは、こうした社会的使命に応えるため、あらゆる路面

多様な天候を想定した過酷な試験を繰り返すことで、燃費性能をはじめ

耐久信頼性、操作性など高い性能を有する新型車両の開発を行っている。 

各種試験による車両品質
「その一歩先へ」
次代の先進商品を生み出すために 

ている。また、工場と一体のテストコー

スの特性を活かして、生産車の抜き取

り検査も容易に行うことができる。 

実地試験
試作トラックの性能をテストコース

で試験した後、トラックに対して、さ

まざまな国々の厳しい条件で集中的

な試験を行う。これにより、お客様が

動画「新型クオン 確
かな信頼性と耐久
性」を観る　
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UDエクスペリエンス・センター
UDトラックス上尾工場には、テス

トコースが設けられており、その中に

ある２階建てのUDエクスペリエン

ス・センターでは、日々、世界中から

の訪問者を受け入れている。UDエク

スペリエンス・センターの外には、フ

ルラインアップでトラックが用意され

ており、運転免許を有する方々は、ト

ラックの体験運転を直接行っていた

だくことができる。センター内部で

は、訪問者がUDトラックスの長い歴

史をさかのぼることができる。伝説的

な6TW型や、ESCOTのカットモデ

ル、2015年東京モーターショーで

展示されたコンセプトトラックで、UD

トラックスの「スマートロジスティク

ス」を具現化したQuon Visionの紹

介など、UDトラックスを満喫できる

展示がなされている。２階のフロアで

は、訪問者にさまざまな情報を提供

し、トラックの効率的な使い方の実

践、管理方法を習得してもらうプロ

グラムも実施している。

このUDエクスペリエンス・センター

は、UDトラックス上尾工場と同じ場

所にあり、訪問プログラムの中には、

工場見学ツアーも盛り込まれている。

UDエクスペリエンス・センターは、

当社の創立８０周年を記念して、

２０１５ 年にテストコース内に新たに

建設された。それ以前、工場の一角に

設けられた展示スペースでの実績を

踏まえて、拡充されたものである。新

たなUDエクスペリエンス・センター

の延べ床面積は3,300平方メートル

に及び、この面積は当初の展示ス

ペースの5倍以上の広さとなってい

る。訪問者に体験していただけるホス

ピタリティの高い施設として、現代の

どのミュージアムにも負けない施設

となっている。 

お客様へのプログラムのほかに、

当センターは社内の研修施設として

も、重要な役割を果たしている。当社

の80年以上にわたる歴史と最新の

製品およびサービスに親しんでいた

だけるようになっている。

UDエクスペリエンス・センターで

の体験を通じて、UDの創業の理念、

トラックづくりの歴史を理解し、ま

た、現在の商品を実際に触れ、運転

することで、自身の業務に役立てるこ

とができる。そして、自社の伝統と歴

史、「世の中が求めるトラックとサー

ビスをつくり続ける」という理念の実

現へと歩みだしていくことをサポート

している。

UDトラックス本社ビル

心を動かす先進性
この新たな拠点は、エレガントな外

観をもつのみならず、機能的かつ信

頼性があり、強固な施設である。設計

者は、そのデザインの中で、見事に

UDブランドとトラックビジネスを表現

している。

よく見ると、正面の東南角部分が、

トラックのフロントグリルを模したデ

ザインになっていることが分かる。ロ

ビー内では、UDアークと赤い装飾を

あしらいUDブランドのアイデンティ

ティーを反映させている。

広く天井の高いロビーは、トラック

を搬入できる広さになっており、お客

様がロビーに入るとすぐに、当社の最

新モデルを目の当たりにすることがで

きる。

現場を重視し、尊重する精神
UDトラックスは、現場を常に重視

している。UD現場スピリットは、UD

にとって重要な精神であり、新拠点に

とっても重要な精神である。その建築

上の特徴も、これを実感できる設計と

なっている。

この新しい10階建ての建物では、

3階以上のオフィスエリアが広いオー

プンスペースになっており、各部署

が、必要に応じて簡単にレイアウトを

変えることができる。このレイアウト

の柔軟性により、各部署が、必要に応

じて人や情報の流れを最大限に高め

ることができる。会議スペースやコ

ミュニケーションスペースも各フロア

に設けられている。ほんの少し移動す

るだけで、建物内の同僚とコミュニ

ケーションを取ることができる。1階に

はジムも備わっており、従業員がエネ

ルギッシュかつ頭をシャープに保つこ

とができる。

注目に値する建築上の特徴は、千

鳥状の吹き抜けで生み出される空間

である。この空間によって、さまざま

な部署が視覚的にもつながっている

ような統一感が生み出されている。 

本質を見極め、追求すること
トラックをつくる際に当社が重要だ

と考えることは「本質を見極め、追求

すること」である。これは、本社ビルの

設計など、UDでのあらゆる活動にも

適用される。 

照明装置は、オフィスレイアウトの

柔軟性に対応しており、エネルギー効

率の高い、LED照明が採用されてい

る。ガラス製ファサードは、太陽から

の熱を反射する特殊設計になってお

り、職場に外光を取り入れながらも空

調のコストを削減することができる。

この建物には、最新の免震装置が

備えられ、有事の際も被害が及ばな

いように工夫されており、トラックの

生産に影響が出ないように配慮され

ている。

どんな活動を行う場合でも、当社は

「その一歩先へ」の信念をもち続けて

いる。この新たな本社ビルの設計にお

いても、伝統を守りながらも、明るい

未来を生み出す、活動拠点としての

機能を盛り込んでいる。

2015年に上尾に建設されたUDトラックスの本社ビルは、単に外観が美しい

建物であるだけではなく、当社の精神を具現化したものである。
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「南アフリカのトレーニングの責任

者として、このようなコンペティショ

ンの有用性をよく理解しています。そ

れはコンペティションへの参加機会を

もったメカニックに大きな変化をもた

らします」

この2年に一度のコンペティション

はベストプラクティスを奨励し、卓越

した迅速な問題解決スキルには賞が

与えられる。なぜならそれが私たちの

お客様が、日々期待していることだ

からである。 Kurume（日本）

「日々の活動を通じて培われた良好なコミュニ
ケーションが、UD現場チャレンジに出場する上で
役立っています。このコンペティションにまた参加
したいと思いますが、若い従業員にこのチャレン
ジを引き継ぎ、伝統を守ってもらうことも重要で
す。そうすることがワークショップ全体のレベル向
上につながります」

Beruang Madu （インドネシア）

「私たちの会社がUDの行動基準に従っているか
を確かめるため、コンペティションへの参加を決定
しました。私たちのやり方やノウハウをさまざま
な国のほかのUDチームと比べたいと考えたから
です」

Dream（日本）

「私たちにとって現場はサービス品質の向上の
場です。現場では、お客様と直接やり取りができる
からです。サービス品質が向上する時、私たちが
成長するのです」

Quizee Rascals（シンガポール）

「このコンペティションは、私たちのプロ意識を示
すことのできる素晴らしい機会です。そしてほか
のチームから新しいことを学べる場でもあります」 

Kyle Buys（南アフリカ）

「私たちはチームとして活動し、チームとして懸
命に訓練してきました。素晴らしいコミュニケー
ションがあったからこそ、今日ここに私たちがいる
のです」

に関連するノウハウに焦点を当てる

だけではなく、いかにより良いサービ

スをお客様に提供するかにも重点が

置かれている。コマーシャル分野の

課題では、まさにそのことが試され

る。実際の現場においても、お客様が

トラックの構造や技術に詳しいとは限

らない。従って、チームには問診の技

術と想像力を駆使して、お客様が抱

えている問題と要望を正確に理解す

ることが求められるのだ。

初めてのコンペティション以降、

UD現場チャレンジ
お客様を最高レベルでサポート

UD現場チャレンジは、世界中のUD

ワークショップにプラスの影響を与え

続けている。「UD現場チャレンジ

は、自分自身を向上させるための

日々のモチベーションの1つとなっ

ています」と、2014年および2016

年に2位を獲得したチームメンバー

の1人、福田 信一郎は語る。2014年

のチャンピオンチームであり、2016

年のコンペティション参加者でもある

BB Trucks & Tractor Polokwane

のトレーニングマネージャーは語る。

世界中で数百に及ぶUDアフター

サービスチームは、まず各地域での

予選に参加し、ベストチームが日本

のUDトラックス上尾工場にあるUD

エクスペリエンス・センターで開催さ

れる最終コンペティションへと進む。

最終コンペティションの参加者たち

は、故障診断、電気システム、エンジ

ン、駆動装置、ブレーキ、およびコ

マーシャル分野に及ぶ厳しい課題を

突きつけられる。

このコンペティションでは、トラック

UD現場チャレンジとは

UDトラックスの現場スピリットは単なる言葉ではない。それは個々のお客様へのサービスにおける日々

の哲学である。2014年以来、世界規模でのコンペティションであるUD現場チャレンジに力を入れ

ている。このコンペティションでは世界中から集まったUDアフターサービスチームが、自身の知

識技能、才能のみならず、最適な方法でお客様の満足を得る能力を競う。UD現場チャレンジもま

たUDトラックスの従業員がもつプロ意識、情熱と信頼の精神を証明している。
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この最終戦で闘うには、参加者が

気を引き締めなければならない。

「このコンペティションは、タイでの

毎日の運転とまったく同じでした。た

だ、いつもよりは興奮していました

が」と、Banchak i j  Co . ,  L td , 

Thailandのクエスタードライバーで

あるChukiat Klinthavorn氏は語っ

ている。ベテランのトラックドライバー

は、落ち着いて自身のラウンドをこな

し、2016年度のベスト燃料効率運

転のタイトルを自国にもち帰った。

顧客サポートのために「Going
the Extra Mile その一歩先へ」 

UDエクストラマイルチャレンジ

は、能力の高いドライバーやチーム

リーダーを称え、報奨を与える機会で

あるだけでなく、世界中の仲間と経験

を交換し合い、UDエキスパートとの

交流をもつことができるグローバルプ

ラットフォームでもある。熱い競技が

UDエクストラマイル
チャレンジ

UDエクストラマイルチャレンジで

は、参加者にベストを尽くすことが奨

励される。このコンペティションの特

徴は、競技が実際の状況を模してい

る点で、ドライバーが日常で取り組ん

でいるのと同じ課題に直面する。同時

に、会社のマンパワーを最適化しなが

ら、常に存在するサプライチェーンの

ニーズにどう応えるかが問われる。

実際の現場を模した
コンペティション 

コンペティションは、ドライバーが

通常の勤務日の朝に出発するといっ

た日常的な状況で開始される。ドライ

バーがトラックに近づき、運行前の点

検を行うが、この日は少し様子が違う

ことに気がつく。ここで、世界中から

集まったトラックドライバー同士のコ

ンペティションが始まる。今までに、

オーストラリア、南アフリカ、マレー

シア、インドネシア、タイ、そして日

本のお客様が、運行前点検、運転ス

キル、配送および燃料消費の最適化

に重きを置いたチャレンジで、自慢の

ドライバーをコンペティションに送り

込んできた。

UＤの拠点である上尾工場にある

UDエクスペリエンス・センターでは、

究極のチャンピオンタイトルが待って

いる。

繰り広げられるだけでなく、決勝戦出

場者やゲストのための企画も用意さ

れており、まさにUDトラックスのホー

ムグラウンドで充実した時間を過ごす

ことができる。

UDエクストラマイルチャレンジは、

ブランドプロミス「Going the Extra 

Mile その一歩先へ」を体現するもの

で、UDトラックスがアフターサービス

を促進するための方法でもある。

UDエクストラマイルチャレンジ

は、その名のとおり、UDのトラックを

日々運転しているお客様に、さらに前

進していただくことを目的としている。

「私たちトラックドライバーにとって

は、自身のスキルを鈍らせないために

も、こういったコンペティションが必

要です。必要なスキルの観点から、自

分自身がプロフェッショナルであると

自覚できました。このコンペティション

の後、より真剣にドライバートレーニ

ングに取り組むことを心に決めまし

た 」と、オ ー ストラリア の P e t e r 

Sprague氏が語っている。同氏は、

2014年度に父親とチームを組み、

UDエクストラマイルチャレンジで優

勝を勝ち取っている。

UDエクストラマイルチャレンジは以下の3つで構成されている

トレーニング コンペティション 表彰 
 ドライバーへの燃費向上運
転などのトレーニング
 運転競技トライアル

 運行前点検
 省燃費運転および
安全運転 

 模擬収益と輸送
コスト計算

ＵＤエクストラマイルチャレンジ2020のバーチャル授賞式を開催
運行技術を競い合う国際大会「UDエクストラマイルチャレンジ２０２０」のバーチャル

授賞式を開催しました。コロナ禍でも物流を支えるドライバーに敬意を表して、予選を勝
ち抜いた9か国10名のドライバーに「Ultimate Driver－究極のドライバー」の称号が
授与されました。コロナウイルス感染拡大の影響でキャンセルとなった上尾での決勝戦
の代わりに、オンラインで趣向を凝らした形で開催しました。

新型コロナウイルス感染症による巣ごもり需要もあり、Eコマースと小口配送需要が
世界的に増大する一方で、荷主からのコストダウンの要求は根強く、また、安全・環境への
対応など社会的要求が高まるなか、物流業界では、エコドライブなどの運転技能の向上
による事業効率や生産性の改善が大きな経営課題となっています。特にエコドライブの
推進は、燃費の向上による経費削減効果だけでなく、地球環境への貢献、そして交通事
故削減効果を持つと考えられています。
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トラックのデザインとは、トラッ

クに求められる機能を形にするこ

とである。

デザインチームは、商品開発コ

ンセプトをもとに、燃費効率の向

上を図るキャビンのエアロダイナミ

ヘキサゴンコンセプト ： 信頼のツールに心を込めるデザイン

　当社初のキャブオーバートラックに由来するヘキサゴンの形は、UDトラックスのデザインアイデンティティーとし

てフロントグリルに施されている。

　その形は、ヘキサゴンコンセプトと呼ぶデザインフィロソフィー「信頼のツールに心を込めるデザイン」を象徴し、

６つの頂点はその心となる、強さ、巧み、個性、調和、配慮、支援を示している。

強さ

配慮

個性

巧み

支援

調和

クスの追求はもとより、人間工学

に基づく操作性に優れたコックピッ

トづくり、視認性向上など、快適で

安全なドライブを実現するデザイ

ンに取り組んでいる。

さらに、お客様に接する現場の

第一線にいる仲間が集めたお客様

のさまざまな声に耳を傾け、巧み

なデザインで応え、お客様に愛さ

れるトラックを目指している。

TC80G、1960年

UD Product Design
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中型トラックでは、クローナーが大型トラッククエスターと同じ

デザインフィロソフィーを具現化している。

エクステリアのフロントでは力強い存在感が表現され、クローナー

としてのヘキサゴングリルとヘッドライトがこれを特徴づけている。

インテリアは快適性に重点が置かれ、優れた視界、操作性と、座り

心地の良いシートなどの快適装備のほか、長距離運送向けのベッド

がオプション装備される。

ほかのUDのトラックと同様に、ドライバーの運転への集中と安全

を支えるため、操作機器類は合理的かつ直感的に分かりやすくデザ

インされている。

クエスターは「信頼のツールに心を込めるデザ

イン」 の理念のもとデザインされた。力強く大

胆なデザインは空高くそびえる塔や近代的な高

層ビルから着想を得ているが、ＵＤトラックスの

デザインのルーツは変わることなく継承されて

いる。

ＵＤトラックスのデザインフィロソフィーである

ヘキサゴンコンセプトを象徴するフロントグリル

と、特徴的なヘッドランプがクエスターの姿を際

立たせている。

インテリアは明るく広々と設計され、十分な収納スペースを確保

しながら容易にシート間を移動できるなど、優れた居住性を実現し

た。人間工学に基づいて設計された座席やダッシュボードの配置は

ドライバーの快適性を追求し、効率の良い運転を支援している。

Original Logotype

Optional Logotype ( for three-dimensional expression only )
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最新のクオンには独創的なクエスターに始まったＵＤ

トラックスの新世代デザインが集約されている。そのエクス

テリアは、パワーとしなやかさ、美しさを体現しながら、「限

りなく続く時の流れ」を意味する久遠（くおん）が示唆す

る、社会との調和と環境への配慮の思想を具現化している。

燃費低減のための空力性能に重点を置いたエクステリア

は、「大胆かつ丁寧に」をキーワードに、新型LEDヘッドラ

イトとヘキサゴングリルが巧みに調和し、精悍で上質な印象

を与える。

インテリアは「信頼感と洗練」を目指して操作系を主体に

一新し、ドライバーにとっての使いやすさと快適性を最優先

にデザインされている。新しい４本スポークハンドルは操作

性に配慮しながらしっかりした握り感のあるものにし、スポー

ク部には、運転しながらさまざまな機能や情報へのアクセス

がしやすいようにスイッチを配置してい

る。ESCOT-Ⅵのシフトレバーは、スト

レート式のシフトパターンとし、シンプル

で使いやすいデザインに進化している。ま

た、メータークラスターでは大型のマ

ルチディスプレイを装備し、各種情報の

視認性を向上させている。

新型クオンのデザインは、フラッグシッ

プとして内外装にＵＤトラックスのエッセン

スが凝縮されたものとなっている。

新型
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その一歩先へ

UDトラックスは成功へ向けて進み続けています。

成功への第一歩はお客様とのコラボレーションです。

お客様の信頼できるパートナーとして最適なソリューションを提供し

お客様のビジネスを成功に導くトラックをこれからもつくり続けていきます。

Running
the Extra Mile 
Together




